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特別会計42億8，696万8千円→交会計89億6，400万円

昭
和
問
隼
度
の
市
政
の
方
向
を
き
め
る

3
月
定
例
市
議
会
が

3
月
4
日
か
ら

は
M

日
間
の
日
程
で
聞
か
れ
、
日
年
度
市
の
予
算
や
各
種
条
例
の
改
正
な
ど
が
決

ま
り
ま
し
た
。
予
算
及
び
事
業
な
ど
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

総
務
費
市
民
の
皆
さ
ん
の
防
犯
、

事
故
防
止
の
た
め
の
交
通
安
企
施
設
整

備
費
、
中
央
駐
車
場
(
鴨
川
横
の
高
架

橋
下
)
、
機
器
設
置
工
事
費
、
新
川
広
域

圏
事
務
組
合
負
担
金
、
本
年
度
実
施
さ

れ
ま
す
県
議
会
議
員
選
挙
及
び
参
議
院

議
員
選
挙
の
経
費
な
ど
。

民
生
費
障
害
者
の
た
め
の
福
祉
タ

ク
シ
ー
の
助
成
、
身
障
世
帯
等
の
灯
油
の

配
付
費
、
老
人
の
た
め
の
明
る
い
街
づ

く
り
推
進
事
業
費
、
ね
た
き
り
老
人
に

対
す
る
紙
お
む
つ
支
給
費
、
新
た
に
、

算予体全

ひ
と
り
ぐ
ら
し
老
人
の
食
事
と
健
康
管

理
の
た
め
の
食
事
サ
ー
ビ
ス
事
幸
市
費
、

社
会
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
、
心
身

障
室
阜
星
金
、
心
身
障
害
者
介
護
手
当
、

老
人
居
室
整
備
資
金
の
貸
付
、
施
設
入

所
者
措
置
費
な
ど
、
児
童
福
祉
関
係
で

は
、
保
育
所
の
施
設
設
備
の
充
実
と
児

童
ク
ラ
ブ
、
母
親
ク
ラ
ブ
等
の
指
導
育

成
費
、
母
子
福
祉
貸
付
金
の
増
額
、
新

し
く
海
難
遺
児
に
対
す
る
福
祉
年
金
支

給
費
、
老
人
保
健
医
壁
事
業
特
別
会
計

へ
の
繰
出
金
な
ど
。

衛
生
費

老
人
保
健
法
施
行
に
よ
り

ω歳
以
上
の
住
民
の
循
環
器
、
胃
が
ん
、

水道事業会計予算

勘 定 名 57年度(当初) 58 年度 前年対比

収益的収入 収入 462，935 千円 441，774 千円 95.4α% 

及び支出 支出 447，212 434，856 97.2 

資本的収入 収入 200，700 481，546 239.9 

及び支出 支出 243，675 533，815 Iー 219.1 

~ 計 名 57年度(当初) 58 年度 前年対比

一 般 ~ 計 8，794，000 F同千・ 8，964，000 F同千・ 101. 9 % 

下水道事業 28，646 28，981 101.2 

特 簡易水道事業 12，389 26，403 213.1 

Bリ
国民健康保険事業 2，043，760 1，917，015 93.8 

老人保健医療事業 1，858，300 
~ 翫
農 業共済事業 154，202 159，269 103.3 

計 水族館事業 223，500 297，000 132.9 

計 2，462，497 4，286，968 174.1 

A ロ 計 11，256，497 13，250，968 117.7 

税市

(2) 
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鈎
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数
l
l

交

手

税

び

税

得

及

金

与

入

取

料

量

級

収

率

周

章

方

産

動

使
緑
地
財
自

消防費 228，301千円 2.6%
緩会費 153，145千円 1.7%
労働貸 124，819千円 1.4%
災害復旧貸 82，644千円 0.9%
諸支出金 1，000千円 0.0%
予備費 60，000千円 0.7%
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子
宮
が
ん
等
の
検
診
事
業
を
実
施
す
る
団
体
営
農
道
警
備
事
業
、
農
村
総
合
整
紹
介
、
宣
伝
経
費
、
ま
た
、
職
業
訓
練
本
江
小
学
校
校
舎
改
築
事
業
、
西
布
施

た
め
の
老
人
保
健
事
業
費
、

一
般
疾
病
備
モ
デ
ル
事
業
、
林
業
地
域
総
合
整
備
セ
ン
タ
ー
、
勤
労
者
野
外
活
動
施
設
建
小
学
校
便
所
新
設
事
業
、
経
団
小
学
校

予
防
の
た
め
の
住
民
検
診
、
各
種
予
防
事
業
、
水
田
利
用
再
編
対
策
事
業
、
県
・

設

事

業

費

な

ど

。

エ

レ

ベ

ー

タ

ー

設

置

工

事

費

、

下

中

島

接
種
、
健
民
運
動
モ
デ
ル
事
業
、
母
子
市
単
土
地
改
良
事
業
、
森
林
開
発
公
団

土
木
費

市
道
宮
津
大
海
寺
新
線
等
公
民
館
建
設
事
業
な
ど
の
事
業
費
、
小

保
健
、
地
域
保
健
対
策
推
進
事
業
な
ど
分
収
造
林
事
業
、
経
団
漁
港
改
修
事
業
、
道
路
改
良
事
業
、
市
道
新
設
改
良
事
業
、
中
学
校
の
実
験
実
習
費
を
増
額
し
、
父

の
経
費
、
休
日
診
療
業
務
の
実
施
に
必
地
域
沿
岸
漁
業
構
造
改
善
事
業
、
沿
岸
無
雪
害
街
づ
く
り
事
業
、
公
営
住
宅
建
母
負
担
の
軽
減
を
図
る
経
費
、
準
要
保

要
な
経
費
、
環
境
衛
生
関
係
で
は
、
し
漁
場
整
備
開
発
事
業
等
の
事
業
費
、
団
設
事
業
、
駅
西
地
区
土
地
区
画
整
理
事
護
児
童
就
学
援
助
の
拡
大
費
、
地
区
公

尿
、
ご
み
の
収
集
や
蚊
、
ハ
エ
の
駆
除
体
営
林
道
開
設
事
業
償
還
金
、
新

川

育

業

、
街
路
事
業
、
総
合
公
園
築
造
事
業
、

民
館
を
核
と
し
た
青
少
年

・
婦
人

・
成

に
必
要
な
経
費
、
防

疫

と

き

れ

い

な

街

成

牧

場

組

合

負

担

金

な

ど

。

運

動

公

園

築

造

事

業
、
早
月
川
緑
地
公
人
等
の
学
級
、
生
涯
教
育
、
芸
術
文
化

づ
く
り
に
万
全
を
期
す
た
め
、
新
し
く

商
工
費

中
小
企
業
者
及
び
勤
労
者
園
築
造
事
業
、
都
市
下
水
路
整
備
事
業
、
活
動
、
文
化
財
保
護
等
に
必
要
な
経
費

2
地
区
を
選
定
し
、
環
境
美
化
モ
デ
ル
に
対
す
る
金
融
貸
付
金
の
強
化
を
図
る
新
規
事
業
と
し
て
沌
渡
川
河
川
改
修
事
新
し
い
事
業
と
し
て
、
青
年
の
海
外
研

事
業
を
実
施
す
る
経
費
、
下

水

道

特

別

た

め
、
金

融

機

関

等

へ

の

預

託

金

の

増

業

費

な

ど

。

修

事

業

費

、

保

健

体

育

面

で

は

、
体
育

会
計
、
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
へ
の
額
、
商
庖
街
の
振
興
、
地
場
産
業
の
育

消
防
費

防
火
水
槽
設
置
事
業
、
消
施
設
の
整
備
、
指
導
者
の
養
成
、
各
種

繰

出

金

な

ど

。

成

、
特
産
品
の
開
発
な
ど
の
経
費
、
版
防
自
動
車
購
入
費
、
第
3
分
団
器
具
置
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
の
経
聾
弓

労
働
費

失
業
対
策
事
業
に
要
す
る
路
の
拡
大
を
図
る
た
め
、
は
じ
め
て
の
場
新
築
事
業
、
高
速
道
路
用
救
急
自
動

災
害
復
旧
費

農
地
、農
業
用
施
設
、

経

費

試

み

と

し

て

、

県

外

で

の

物

産

展

開

催

車

購

入

費

な

ど

。

林

道

、
道
路
、
漁
港
施
設
の
過
年
発
生

農
林
水
産
業
費

新
地
域
農
業
生
産
費
、
観
光
面
で
は
、
「
い
き
い
き
富
山
観

教
育
費

義
務
教
育
施
設
整
備
事
業
災
害
の
復
旧
費

総
合
振
興
対
策
事
業
、
老
朽
た
め
池
整
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
事
業
」
の
諸
行
と
し
て
、
大
町
小
学
校
、
住
吉
小
学
校
、

公
債
費

長
期
債
の
償
還
元
利
金

備
事
業
、
団
体
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
、
事
に
か
か
る
協
力
経
費
、
水
族
館
等
の
松
倉
小
学
「
長
介
蜜
息
日
の
増
改
築
事
業
、
等
。
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4
月
刊
日
は

み
ん
な
そ
ろ
っ
て
投
票
し
ま
し
ょ
う

-
投
票
時
間
は

午
前
7
時
か
ら
午
後
6
時
ま
で

・
投
票
時
間
の
変
更

松
倉
第
l
投
票
区
投
票
所
i
従
前
は

午
後
4
時
ま
で
で
し
た
が
、

今
回
か

ら
午
前
7
時
か
ら
午
後
6
時
ま
で
投

票
で
き
ま
す
。

-
投
票
所
施
設

従
前
の
と
お
り
。

。
選
挙
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

市
選
挙
管
理
委
員
会

g
n
|
2
2
0
0
内
線

2
0
9

へ
ど
う
ぞ
。

V
消
防
庁
長
官
表
彰

永
年
勤
続
功
労
章

第
9
分
団
長
林

【
功
績
】

永
年
に
わ
た
り
消
防
業
務
に
精
励
、

そ
の
勤
務
成
績
が
優
秀
で
あ
る
と
と

も
に
、
現
場
に
お
け
る
功
労
が
大
き

く
他
の
模
範
で
あ
る
。

清
吉

明忍{iEしい選挙V
富
山
県
知
事
表
彰

功

績

章

消

防

署

長

津

田

弥

一

H

副

団

長

池

上

嘉
一

郎

精
勤
章
第
6
分
団
長
河
崎
直
治

無

火

災

表

彰

第

3
分
団

H

第

5
分
団

V
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

功
績
章
第
ロ
分
団
長
本
田
正
一

精
績
章
第
3
分
団
長
寺
田
弥
一
郎

V
富
山
県
消
防
協
会
長
表
彰

表

彰

旗

魚

津

市

消

防

団

功
績
青
花
章

第
8
分
団
部
長
長
田

功
績
黄
花
章第
日
分
団
長
関
口

第
日
分
団
副
分
団
長
笹
木

義
員IJ

幸
夫衛

ゆい州、い球間富山
魚津市イベントご案内

(観光キャンペーン4/25-8/24) 

間合わせ先 イベント
期間 ・日時 場所 ・会場

対象者 内 :g: 
(電話番号) タイトル 条件 (イベント ・割引 ・プレゼントなど)

魚のまち魚津で、魚市場のせりを見
魚津魚商協同組合

魚市場を見学し
5/2{月)-5/31(刈

魚津港魚市場
学し 、とれたてで生きのよい魚、の貿

干937 て、とれたての
ただし、臼陥 ・

6:00- 一 般
物を楽しむ。

魚津市港町 魚、を買おう
祝日を除く

7:00受付
持ち帰りの容器を提供(無料)

(TEL.0765 -24 -4466) 6: 30-8: 00 -申込みは、希望日の 3目前までに
ハガキ、または電話で。

日本一でっかい魚津塗り大盃(径91
cm) の酒置を当てる。正解者等には

賞品あり 。
1'i・ビタ 1)ft 1名

魚津市商工観光課
地酒北洋(1.8~ 入 )30本

日本ーでっかい
@ 多数の場合、抽選

干937 大盃の酒量を当
4/25{月)-8/24や附

魚津水族館内 一 般
正解に一番近かったで1't・ 1名

魚津市釈迦堂 1-10- 1 てよう
9: 00-17: 00 地酒北洋(1.8~ 入 ) 20本

残念賞 50名
(TEL.0765ー22-2200)

地酒北洋(1.0~ 入) 1本
応募方法 会場において、備えつけ

の用紙で応募

発 表 8月28日(円)14: 00 

魚津水族館内

魚津市商工観光課
神秘的な光を放

魚津水族館で神秘的な光を放つホタ

干937 つホタルイカを
4/25{月)-5/31(火)

魚津水族館内 ⑮ 
ルイカを見学。

魚津市釈迦堂 1-10-1 9: 00-17: 00 ⑮ 期間中、毎日先着20名の入館者

(TEL.0765 -22 -2200) 見ょう にホタルイカ発光の写真プレゼント。

魚津市商工観光課
晴天で風のない目、対岸の沖合にし

干937
「幻の竜宮」し

4/25{月)-6/10幽
んきろうがあらわれます。埋没林博

んきろうを見よ 埋没林博物館 ⑮ 物館をたずねて、しんきろうを見ょう 。
魚津市釈迦堂 1-10-1 

つ
9: 00-17: 00 

⑮ 期間中、毎日先着10名の入館者
(TEL.0765-22-2200) にしんさろうの写真プレゼント。

ジョイフルパスポートで2重の楽しみ.グ

曜陣
ジョイフルパスポートをご持参ください。イベントへの参加や、割引 ・プレゼントなどいろいろ特典があります。

-ジョイフルパスポートは駅の旅行センターや、主な旅行会社に置いてあります。

※このキャンペーン案内中、⑮はジョイフルパスポート持参者、他は一般参加者です。なお、往復ハガキでイぺ

ント参加の申込みをする場合、必ず住所・氏名・年齢・電話番号・参加希望日を記入してください。

(4) 
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市政パス教室
マ
見
学
コ

l
ス

o
一
般
コ

1
ス

市
役
所
↓
経
団
漁
港

↓
歴
史
民
俗
資
料
停
↓
上
水
道
横
枕
滅

菌
室

τ新
川
ヴ
ィ
l
ラ
↓
角
川
ダ
ム
(
昼

食
)
↓
西
部
清
掃
セ
ン
タ
ー
↓
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
↓
総
合
公
園
↓
こ
ば
と
児
童

停
↓
消
防
署
↓
百
楽
荘
↓
市
役
所
(
座

談
会
)
解
散

O
歴
史
遺
跡
文
化
財
A
コ
l
ス

e 盟国

市
役

所
↓
埋
没
林
停
↓
万
灯
台
↓
万
葉
歌
碑

↓
託
法
寺
↓
早
月
上
野
遺
跡
↓
西
部
清

掃
セ
ン
タ
ー
↓
石
の
門
↓
虎
谷
金
鉱
↓

虎
谷
部
落
と
民
家
↓
角
川
ダ
ム
(
昼
食
)

↓
室
田
の
三
信
徒
の
碑
↓
稗
畠
の
焦
柿

↓
坪
野
の
つ
な
ぎ
が
や
↓
石
垣
遺
跡
↓

合
口
用
水
円
筒
分
水
器
↓
上
水
道
横
枕

滅
菌
室

τ高
円
堂
用
水
路
↓
歴
史
民
俗

資
料
館
↓
天
神
山
城
跡
(
反
省
会
)
↓
市

役

所

解

散

O
歴
史
遺
跡
文
化
財
B
コ
l
ス

(小
学

校

1
1
4
年
対
象
、
責
任
者
同
伴
)

市
役
所
↓
大
徳
寺
↓
経
団
漁
準
↓
小
川

寺
(
光
学
坊
)
↓
歴
史
民
俗
資
料
館
↓
天

神
山
城
跡
(
畳
食
)
↓
上
水
道
横
枕
滅
菌

室
キ
↓
合
口
用
水
円
筒
分
水
器
↓
魚
津
城

代
大
音
主
馬
の
碑
↓
総
合
体
育
館
↓
魚

津
果
樹
試
験
場
↓
消
防
署
↓
万
灯
台
↓

埋
没
林
停
↓
市
役
所
(反
省
会
)
解
散

@

コ
l
ス
と
時
間
は
、
天
候
や
参
加

者
の
年
齢
な
ど
に
よ
っ
て
多
少
変

更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

マ
実
施
日

o
一
般
コ

l
ス

5
月
ロ
日
附

9 
月

58年度予算のあらまし……2-----3
魚津市イベントご案内・...........4

市政パス教室………....・H ・..…..5

皆んなで守ろう住み良い環境…6

今日も笑顔で安全運転…・…・・…7

税 ・申告を間違えだとき………8

春の農作業運動…・・・・…・・・・・…・・・9
みんなの年金........................10

あなだの国保・....................・・・竹

みんなのスポーツ...........・・・・・・・12

青少年育成市民会議だより・・・・・・13
あなたと図書館・..........・・・・・・・・・・13

保健だより・…......……-・……-ードl

犬の登録と予防注射・..........・・・・15

あしらせ・..........・・・・…・・・・・・16-----17

目で見るいまむかし...........・・・・18

8
日
村

3
回

O
文
化
財
A
コ
l
ス

6
月

9
日

ω

7
月
お
日
附
お
人
乗
り
2
回

但

7
月
の
コ

l
ス
は
、
小
学
校
5
・
6

年
、
中
学
生
対
象
で
す
。

O
文
化
財

B
コ
l
ス

8
月
時
日
附

印
人
乗
り
一
回

マ
申
し
込
み
方
法

個
人
の
参
加
に
つ
い
て
は
、
は
が
き

に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話

番
号
、
希
望
コ
ー
ス
と
月
日
を
記
入

の
う
え
申
し
込
む
。

団
体
参
加
に
つ
い
て
は
、
参
加
者
の
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号

参
加
団
体
名
な
ど
を
書
い
た
名
簿
を
提

出
し
て
申
し
込
む
。

マ
申
し
込
み
先
干
仰

魚
津
市
釈
迦
堂
一
丁
目
印
番
1
号

魚
津
市
企
画
広
報
室
(
内
線
2
3
4
)

マ
参
加
費
な
ど

参
加
費
は
無
料
と
し
ま
す
が
、
昼
食

お
茶
、
筆
記
用
具
な
ど
は
各
自
持
参
す

る
こ
と
。

日
月

6
日
附

お
人
乗
り

役~
局、花表紙

吉
田
工
業
株
式
会
社

(出表取締餓

吉
田
忠
雄
)か
ら

三
億
円
を
魚
津
市
に
寄
付

吉
田
工
業
株
式
会
社
で
は
、
創
立

日
周
年
を
-
記
念
し
て
、
吉
田
忠
雄
社

長
、
吉
田
久
松
会
長
の
ふ
る
さ
と
で

-
あ
る
本
市
に
、
3
月
お
日
三
億
円
の

一
寄
付
を
戴
き
ま
し
た
。
市
で
は
こ
の

御
高
志
に
対
し
、

5
月
議
会
で
基
金

条
例
を
設
け
、
社
会
教
育
施
設
事
業

費
に
あ
て
、
永
く
両
氏
の
志
を
た
た

え
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

目

狩、

ι
9
d
手串岨
mJn品
川
北

川
伊

f
f
A斗
絶
命

各
1

吋

企

ヘ
少
か
?
終
局
叫
H
也

叫

W
L
ポ
-a
え
守
drdき
a

重議
長室

花祭は、 4月8目、{ム生会の日

に各宗寺院で行う花やかな行事。

元は浄土宗だけであつだという

ガ、この目、信徒や壇家の少年少

女ガ寺に集まり、花御堂や、飾り

物の白象を作つだり、まだ甘茶の

接待をする。

寺によっては稚児ガ練りあるい

だり、舞踊、合唱その他の思い思

いの趣向をこらして楽しむのであ

る。

陰暦の4月8日まだは一月遅れ

の5月8巴に催すところもあるガ、
現在、大部分、陽気のよい花時の

陽暦4月に行っている。

(5) 



昭和58年4月1日発行広報うおづあなたと市政をむすぷ

市
と
、
市
保
健
衛
生
協
議
会
が
協
議
し
た
結
果
、
今
春
か
ら
春
の
清
掃

日
を
設
定
し
て
、
全
市
で
住
民
参
加
に
よ
る
清
掃
運
動
を
実
施
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

春
の
お
と
づ
れ
と
と
も
に
、
各
家
庭
の
周
辺
や
、
川
、
海
岸
、
用
水
路

な
ど
の
空
カ
ン
の
回
収
や
泥
上
げ
を
行
っ
て
、
環
境
美
化
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

マ
春
の
清
掃
日

4
月
M
日
同

4
月
M
日
は
日
曜
日
で
す
が
、
各

町
内
会
を
中
心
に
、
周
辺
の
清
掃
を

お
願
い
し
ま
す
。

集
め
た
ゴ
ミ
や
、
金
物
類
な
ど
は

で
き
る
だ
け
収
集
し
や
す
い
場
所
に

集
積
し
て
く
だ
さ
い
。

白
日
に
町
内
で
処
分
で
き
な
か
っ

た
も
の
に
つ
い
て
は
、
市
で
収
集
し

ま
す
か
ら
、
お
日
に
清
掃
係
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

マ
鴨
川
に
物
を
捨
て
な
い
で
グ

市
で
は
、
昨
年
か
ら
た
び
た
び
鴨

川
を
清
掃
し
て
い
ま
す
が
、
す
ぐ
物

‘
鴨
川
の

清
掃

が
流
れ
て
き
て
川
を
汚
し
て
し
ま
い

ま
す
。
鴨
川
は
、
市
内
の
中
心
を
流
れ
る

環
境
上
、
大
切
な
河
川
で
す
。
ま
た

一
面
市
民
の
モ
ラ
ル
の
高
さ
を
示
す

バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
も
言
え
ま
す
。

私
だ
け
な
ら
良
い
だ
ろ
う
と
思
っ

て
物
を
流
す
と
、
下
流
で
は
大
変
な

量
に
な
り
ま
す
。

市
も
、
き
れ
い
な
鴨
川
を
確
保
す

る
た
め
の
努
力
を
重
ね
て
い
ま
す
の

で
、
物
を
流
さ
な
い
よ
う
ご
協
力
を

願
い
ま
す
。

ゴ
ミ
や
廃
品
の

再
資
源
化
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
/

市
で
は
、

3
月
か
ら
片
員

・
天
神

・

西
布
施
の
三
地
区
を

「資
源
ゴ
ミ
再
利

用
モ
デ
ル
地
区
」
に
指
定
し
て
、
保
衛

連
、
婦
人
会
な
ど
の
協
力
に
よ
っ
て
リ

サ
イ
ク
ル
運
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

資
源
再
利
用
に
つ
い
て
、
次
の
こ
と

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

マ
金
物
類
の
回
収

金
物
類
は
、
昨
年
と
同
じ
日
に
回

収
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
の
で
、

当
日
、
朝
8
時
ま
で
に
出
し
て
く
だ

さ
い
。
処
分
さ
れ
た
代
金
は
皆
様
の

も
の
と
し
て
、
市
の
収
入
に
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
不
法
回
収
者
に
は
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
空
ビ
ン
・
ガ
ラ
ス
類
の
回
収

空
ビ
ン
や
ガ
ラ
ス
類
は
昨
年
と
同

様
、
陶
器
類
の
日
に
回
収
し
ま
す
。

空
ビ
ン
は
こ
わ
さ
な
い
よ
う
に
し
て

出
し
て
く
だ
さ
い
。

回
収
後
の
空
ビ
ン
は
、
そ
の
ま
ま

再
利
用
で
き
る
も
の
と
、
ピ
ン
ク
ズ

と
し
て
利
用
す
る
も
の
と
に
分
類
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
処
分
す
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

今
ま
で
、
個
人
で
埋
立
地
ま
で
運

ん
で
い
た
方
は
、
今
後
、
国
道
八
号

線
角
川
添
い
の
魚
津
清
掃
公
社
の
市

が
指
定
し
て
い
る
場
所
ま
で
、
持
ち

込
み
く
だ
さ
い
。

他
の
ゴ
ミ
を
混
入
し
な
い
よ
う
に

空
ビ
ン

・
ガ
ラ
ス
類
だ
け
に
し
て
く

だ
さ
い
。

マ
古
紙

・
ダ
ン
ボ
ー
ル

・
雑
誌

・
布
類

に
つ
い
て
は
、
今
後
、
モ
デ
ル
地
区

の
成
果
を
見
て
、
収
集
方
法
を
き
め
、

広
報
し
ま
す
か
ら
、
ご
協
力
く
だ
さ

資
源
再
利
用
化
に
つ
い
て
の
お
問
い

合
わ
せ
は
、
市
清
掃
係
(
内
線

2
3
3

番
)
へ
ど
う
ぞ
。

(6) 

何
河
川
美
化
月
間

き
れ
い
な
川
は

人
も
魚
も

う
る
お
し
ま
す

は
り
紙
、
は
り
札
、
立
看
板
な
ど
な
お
、
市
内
で
、
は
り
紙
、
立
看

を
撒
去
し
街
の
美
観
を
守
ろ
う
と
、

板
な
ど
広
告
し
よ
う
と
す
る
と
き
は

市
役
所
建
設

1
I
l
l
i
-
-
I
l
l
1
1
1
1
1
1
U
一
定
の
許
可

課
が
中
心
と
一

街

を

き

れ

い

に

一

基

準

が

あ

り

な
っ
て
街
を
一

:
z
-
z
t

一

ま

す

の

で

一

立
看
・
は
り
紙

一

き
れ
い
に
す
一

3
=司

t

一

ご

注

意

く

だ

る
運
動
が
行
一

シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト

一

さ

い

。

わ
れ
ま
す
。
「

I
l
-
-
I
l
l
i
-
-
l
h
u
u
u
u

詳
し
い
こ

こ
れ
か
ら
定
期
的
に
立
看
板
な
ど
と
は
、
市
役
所
建
設
課
へ
。

の
取
り
は
ず
し
作
業
を
行
い
ま
す
。
(
宮
②
2
2
0
0
内
線
2
7
7
)
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二
の
た
び
、
市
交
通
セ
ン
タ
ー
や
関
係
機
闘
が
協
議
し
、
自
主
交
通
安
全

運
動
を
展
開
す
る
た
め
に
、
片
貝
地
区
住
民
代
表
と
の
話
し
合
い
の
結
果
、
同

地
区
を
、
「
自
主
交
通
安
全
モ
デ
ル
地
区
」
に
指
定
し
て
、
地
区
民
総
参
加

に
よ
る
交
通
事
故
防
止
の
自
主
活
動
を
実
施
す
る
ニ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ニ
れ
は
、
最
近
激
増
の
一
途
を
た
ど
る
交
通
事
故
に
対
処
す
る
た
め
に
、

住
民
が
家
族
ぐ
る
み
の
総
参
加
に
よ
っ
て
、
交
通
意
識
の
改
革
を
行
い
、

事
故
の
根
絶
を
は
か
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
た
め
、
次
の
よ
う
な
諸
施
策
を
実
施
す
る
ニ
と
に
し
て
い
ま
す
の

で
、
成
果
が
上
が
る
よ
う
、
市
民
各
位
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

1
自
主
交
通
安
全
モ
デ
ル
地
区
宣
言
大
会

4
月
9
日

ω
午
後
5
時
初
分
か
ら

片
貝
小
学
校
講
堂

関
係
者
及
び
地
区
住
民
各
層
の
参
加

2
自
主
交
通
安
全
モ
デ
ル
地
区
の
立

看
板
の
設
置

片
貝
地
区
主
要
道
に
五
箇
所
程
度
設

置
予
定

3
広
報
活
動
の
実
施

ω市
、
農
協
、
商
工
会
議
所
等
広
報

紙
発
行

4

司
交
通
安
全
指
導
を
受
け
る
子
供
達

同
市
内
団
体
企
業
へ
の
協
力
要
請

付
片
員
地
区
全
世
帯
へ
チ
ラ
シ
の
配
付

同
交
通
セ
ン
タ
ー
、
警
察
、
市
役
所

の
広
報
車
に
よ
る
広
報

4
交
通
安
全
施
設
の
整
備

市
交
通
セ
ン
タ
ー
で
は
、
昨
年
末
か

ら
青
少
年
部
会
の
結
成
を
呼
び
か
け
て

き
ま
し
た
と
こ
ろ
、
2
月
初
日
制
に
正

式
に
部
会
の
結
成
を
見
ま
し
た
。

部
会
の
目
的
H
最
近
、
県
下
に
お
け
る

交
通
事
故
の
例
を
み
ま
す
と
、
大
半

の
事
故
が
若
い
青
年
層
で
あ
り
、
全

体
の
山
%
m
件
を
占
め
、
な
か
で
も

初
代
の
事
故
が

ω件
制
%
も
占
め
て

お
り
ま
す
。
特
に
、
前
年
に
比
べ
叩

代

・
初
代
と
印
代
の
事
故
が
大
幅
に

増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状

況
の
も
と
に
結
成
さ
れ
た
青
少
年
部

会
は
、
自
主
的
な
交
通
安
全
活
動
を

川
小
道
か
ら
主
要
道
へ
出
る
箇
所
に

足
形
の
表
示
(
ペ
ン
キ
)
、
ま
た
自

動
車
道
に
面
し
た
家
庭
の
出
入
口

に
「
止
マ
レ
」
の
足
形
表
示
な
ど

地
域
の
方
で
実
施

5
交
通
安
全
母
の
会
、
青
少
年
部
会
、

各
種
団
体
、
部
落
の
会
合
、
学
校
を

利
用
し
て
安
全
教
育
を
実
施

6
母
の
会
に
よ
る
「
交
通
安
全
宣
言

の
家
」
活
動

7
交
通
安
全
旗
の
設
置

8
電
話
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施

9
片
貝
地
区
の
全
車
輔
に
安
全
運
転

ス
テ
ッ
カ
ー
の
配
付
(
弔
走
)

こ
の
運
動
の
成
果
を
見
て
、
全
市

に
運
動
の
輪
を
広
げ
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
協
力
く
だ

さ
い
。推

進
す
る
と
と
も
に
、
交
通
マ
ナ
ー

の
実
践
と
習
慣
化
を
は
か
り
、
安
全

運
転
知
識
の
向
上
と
社
会
的
責
任
を

自
覚
し
た
、
立
派
な
交
通
社
会
人
の

育
成
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

O
青
少
年
部
会
役
員
名

会
長
後
藤
祐
男
1
ユ
|
ホ
1
設
備

副

会

長

肥

塚

茂

1
尾
谷
工
務
庖

副
会
長
中
村
利
宏
1
森
林
組
合

幹

事

常

楽

悟

外

幻

名

結
成
後
、第
1
回
目
の
青
少
年
部
会
幹

事
会
を
3
月
8
日
、
市
民
会
館
で
開
催
し

て
、
年
間
凶
行
事
計
画
や
重
要
交
通
安
全
運

動
実
施
計
画
、自
主
交
通
安
全
運
動
、
各

種
講
習
会
、
研
修
会
へ
の
参
加
に
よ
る
自

己
啓
発
な
ど
を
申
し
合
わ
せ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
結
成
さ
れ
た
、
若
人
の
今

後
の
活
躍
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

グ
ご
存
知
で
す
か
グ

た
だ
今
、
市
民
交
通
傷
害
保
険
の

加
入
を
受
付
中
で
す
。

V
申
込
み
日
3
月
1
日
か
ら
生
活
環

境
課
公
害
交
通
係
で
受
付
を
し
て

い
ま
す
。

V
掛
金
は
H

一
人
一
口
年
額
三
六

O

円
で
、
二
口
ま
で
加
入
で
き
ま
す
。

保
険
金
の
支
払
額
は
、
最
高
一
口

で
百
万
円
(
二
口
の
場
合
は
倍
額

の
二
百
万
円
)
で
す
。

こ
の
保
険
は
わ
ず
か
な
掛
金
で

思
わ
ぬ
時
の
救
い
に
な
り
ま
す
。

万
一
の
事
故
に
そ
な
え
、
家
族
ぐ

る
み
の
加
入
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
、
各
家

庭
に
チ
ラ
シ
を
配
布
し
て
あ
り
ま
す

の
で
今
一
度
目
を
通
し
て
く
だ
さ
い
。

も
し
、
さ
ら
に
聞
き
た
い
こ
と

が
あ
れ
ば
、
生
活
環
境
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

巡
回
交
通
事
故
相
談
所
の

開
設
日
程
の
お
知
ら
せ

富
山
県
交
通
事
故
相
談
は
毎
月
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

特
定
巡
回
交
通
事
故
相
談
所
の
開

設
は
次
の
と
お
り
で
す
。

0
4月
初
日
附

0
5
月
1
日
附

0
5
月
日
日
附

0
6
月
1
日
附

0
6
月
日
日
附

時
間

午
前
叩
時
i
午
後
3
時
ま
で

場
所

魚
津
県
総
合
庁
舎

(7) 
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画
申
告
を
間
違
え
た
と
き

av
市
民
税
の
申
告
・
所
得
税
の
確
定
申

告
が
間
違
っ
て
い
た
と
き

町
年
度
分
市
民
税
の
申
告

・
所
得
税

の
確
定
申
告
の
期
限
内
の
受
付
は
、
3

月
日
日
で
終
わ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

申
告
書
を
提
出
し
た
後
で
、
計
算
違
い

な
ど
の
た
め
に
、
申
告
し
た
内
容
に
間

違
い
が
あ
る
こ
と
に
気
付
い
た
方
は
、

そ
れ
を
訂
正
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

市
民
税
の
申
告
で
、
例
え
ば
生
命
保
険

料
等
の
控
除
を
忘
れ
て
い
た
り
、
扶
養

者
を
見
落
と
し
て
い
た
り
、
医
療
費
の

領
収
書
が
申
告
後
に
見
つ
か
っ
た
り
し

た
方
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
今
す
ぐ
市
税

務
課
へ
お
申
出
く
だ
さ
い
。
ま
た
確
定

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方
で
、

申
告
を
忘
れ
て
い
る
方
は
、
す
ぐ
に
確

定
申
告
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

A
V
税
額
を
少
な
く
計
算
し
て
い
た
と
き

納税刻イド

固定資産税第1期分

納期限は、

4月30日です。

昭和58年度

修
正
申
告
・
更
正
の

請
求
な
ど
が
で
き
ま
す

確
定
申
告
を
し
た
後
で
、
納
め
た
税

金
が
少
な
か
っ
た
り
、
還
付
を
受
け
た
税

金
が
多
か
っ
た
こ
と
に
気
付
い
た
と
き

は
、
正
し
い
金
額
に
す
る
た
め
に
「
修

正
申
告
」
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
修
正
申
告
は
、
税
務
署
か
ら
更

正
を
受
け
る
ま
で
は
、
い
つ
で
も
で
き

ま
す
が
、
な
る
べ
く
早
く
申
告
す
る
ほ

う
が
有
利
で
す
。

A'税
額
を
多
く
計
算
し
て
い
た
と
き

確
定
申
告
を
し
た
後
で
、
税
金
を
納

め
過
ぎ
て
い
た
り
、
還
付
を
受
け
た
税

金
が
少
な
過
ぎ
て
い
た
こ
と
に
気
付
い

た
と
き
は
、
正
し
い
金
額
に
す
る
た
め

に
「
更
正
の
請
求
」
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
の
更
正
の
請
求
が
出
さ
れ

る
と
、
税
務
署
で
は
そ
の
内
容
を
検
討

し
て
、
そ
の
請
求
が
正
当
と
認
め
ら
れ

た
と
き
は
、
納
め
過
ぎ
の
税
金
を
還
付

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

。
確
定
申
告
を
忘
れ
て
い
た
と
き

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

方
が
、
申
告
を
忘
れ
て
い
た
と
き
は
、

申
告
期
限
後
で
も
確
定
申
告
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
申
告
期
限
後
の

確
定
申
告
を
「
期
限
後
申
告
」
と
い
っ

て
、
税
務
署
か
ら
決
定
を
受
け
る
ま
で

は
い
つ
で
も
で
き
ま
す
が
、
な
る
べ
く

早
く
申
告
す
る
ほ
う
が
有
利
で
す
。
そ

れ
は
、
税
務
署
の
調
査
を
受
け
た
後
で

期
限
後
申
告
を
し
た
り
、
決
定
を
受
け

た
り
す
る
と
、
期
限
後
申
告
や
決
定
に

よ
っ
て
納
め
る
こ
と
と
な
っ
た
税
額
の

ほ
か
に
、
そ
の
税
額
の
叩
%
の
無
申
告
-

加
算
税
が
か
か
る
か
ら
で
す
。
し
か
し
、
-

税
務
署
の
調
査
を
受
け
る
前
に
期
限
後
一

申
告
を
し
た
と
き
は
、
無
申
告
加
算
税
品

は
、
そ
の
税
額
の
5
%
で
済
み
ま
す
。
戸

な
お
、
期
限
後
申
告
に
よ
っ
て
新
た
や

に
納
め
る
こ
と
と
な
っ
た
税
金
は
、
申
間

告
書
を
提
出
す
る
日
に
納
め
な
け
れ
ば
や

な
り
ま
せ
ん
。
「
修
正
申
告
書
」
「
更
正
の

M

市
で
は
、
心
身
障
害
者
の
雇
用
を
促

請
求
書
」
「
期
限
後
申
告
書
」
の
用
紙
は
+
進
す
る
た
め
、
日
年
度
か
ら
雇
用
奨
励

税
務
署
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
か
ら
ご

M

金
制
度
を
発
足
さ
せ
ま
す
。

利
用
く
だ
さ
い
。

+

こ

の

制

度

は

、
市
内
に
在
住
す
る
心

宅
身
障
害
者
(
身
体
障
害
者
1
1
6
級、

ま
た
は
精
薄
者
)
を
雇
用
し
た
場
合
に
、

障
圭
阜
告
ひ
と
り
あ
た
η
月
額
2
千
円
を
2

年
間
、
雇
用
主
に
支
給
す
る
も
の
で
す
。

対
象
に
な
る
事
業
主
は
、
市
内
に
事

業
所
を
有
す
る
方
で
、
国
の
特
定
求
職

者
雇
用
開
発
助
成
金
、
ま
た
は
職
場
適

応
訓
練
費
の
支
給
対
象
者
で
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
商
工
観
光
課

へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

同
労
働
保
険
の
昭
和
田
年
度
の
概
算
保

母
険
料
と
昭
和
町
年
度
の
確
定
保
険
料
の

内
申
告
、
納
付
を
し
て
い
た
だ
く
時
期
に

ザ
な
り
ま
し
た
。

内
こ
の
申
告
は
、
皆
さ
ん
が
自
ら
保
険

ザ
料
を
算
定
し
、
申
告
書
に
接
続
さ
れ
て

円
い
る
納
付
書
を
切
り
離
す
こ
と
な
く
、

ヤ
銀
行
、
ま
た
は
郵
便
局
の
窓
口
で
保
険

内
料
を
添
え
て
申
告
、
納
付
し
て
い
た
だ

官
く
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
別

〔
途
送
付
さ
れ
た
「
労
働
保
険
料
申
告
書
」

一
を
作
成
の
う
え
、
5
月
日
日
ま
で
に
手

続
を
完
了
し
て
く
だ
さ
い
。

曜
ま
た
、
昨
年
度
よ
り
申
告
書
の
中
に

M
O
C
R
(
光
学
文
字
読
取
装
置
)
で
文

。
字
を
読
取
る
部
分
(
口
口
口
で
示
す
記

内
入
枠
部
分
)
が
あ
り
ま
す
の
で
、
標
準

ザ
字
体
に
な
ら
っ
て
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

内
な
お
、
相
談
、
手
続
き
に
つ
い
て
は

ザ
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
、
ま
た
は
公

益
共
職
業
安
{
亙
附
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

中
小
企
業
設
備
近
代
化
資
金
貸
付
制

度
及
び
中
小
企
業
設
備
貸
与
制
度
の
説

明
会
が
、
左
記
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

制
度
の
利
用
を
計
画
し
て
い
る
方
は

ぜ
ひ
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

マ

と

き

4
月
8
日
幽

午
後
1
時
初
分
か
ら

魚
津
商
工
会
議
所
3
階
会
議
室

(8) 

マ
と
こ
ろ

市
で
は
、
勤
労
者
の
生
活
安
定
の
た

め
の
融
資
制
度
を
臼
年
度
に
発
足
さ
せ

多
く
の
方
の
利
用
を
戴
い
て
お
り
ま
す

が
、
さ
ら
に
利
用
し
や
す
く
す
る
た
め

に
、
日
年
度
か
ら
貸
付
限
度
額
の
引
上

げ
、
償
還
期
間
の
延
長
、
取
扱
い
金
融

機
関
の
拡
大
を
行
い
ま
し
た
の
で
、
生

活
資
金
、
教
育
資
金
、
物
品
講
入
等
に

幅
広
く
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

マ
貸
付
限
度
額
印
万
円
(
旧
ぬ
万
円
)

マ
償
還
期
間

4
年
以
内
(
旧
3
年
以
内
)

マ
貸
付
利
率

年
川
パ
ー
セ
ン
ト

マ
取
扱
金
融
機
関

労
働
金
庫
魚
津
支
庖
、
新
川
信
用
金

庫
本
庖
及
び
新
金
屋
支
庖

日
年
度
か
ら
は
次
の
銀
行
で
も
取
扱

い
ま
す
。
北
陸
銀
行
魚
津
支
庖
及
び
魚
津
駅
前

支
居
、
富
山
相
互
銀
行
魚
津
支
庖
及
び

魚
津
駅
前
支
庖
、
富
山
銀
行
魚
津
支
庖

マ
利
用
で
き
る
方

市
内
に
1
年
以
上
在
住
し
、
市
内
の

中
小
企
業
に
2
年
以
上
勤
務
し
て
い
る

方。
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審の農作業運動
4月10日(日)-5月20日働まで

ー
機
械
作
業
は
慎
重
に
l

マ
不
注
意
は
事
故
を
招
く

農
業
機
械
に
よ
る
事
故
は
、
ち
ょ
っ

と
の
不
注
意
か
ら
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

機
械
は
年
々
高
性
能
、
大
型
化
し
て

お
り
、
事
故
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
次

の
こ
と
を
守
り
、
農
作
業
を
行
い
ま
し

ょ、っ。
・
ト
ラ
ク
タ
ー
耕
転
機
の
作
業

-

整
備
は
必
ず
エ
ン
ジ
ン
を
止
め
て

か
ら
行
い
ま
し
ょ
う
。

2

ほ
場
へ
の
出
入
り
、
あ
ぜ
越
し
は

必
ず
ロ

l
タ
リ
を
止
め
、
ア
ユ
ミ
板

を
使
っ
て
ゆ
っ
く
り
操
作
し
ま
し
ょ

、っ。
3

農
道
の
走
行
は
、
路
肩
の
く
ず
れ

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

4

耕
転
機
の
パ
ッ
ク
は
ハ
ン
ド
ル
が

浮
き
上
が
り
、
大
変
危
険
で
す
か
ら

必
ず
低
通
で
操
作
し
ま
し
ょ
う
。

・
ト
レ
ー
ラ
ー
の
運
転

l

交
通
規
則
を
守
り
、
つ
ね
に
安
全

運
転
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

2

荷
台
に
は
絶
対
人
を
乗
せ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

3

左
右
折
の
と
き
は
後
方
の
安
全
を

確
認
し
、
ゆ
っ
く
り
と
曲
が
り
ま
し

ょ、っ。

・
育
苗
器
の
使
用

1

育
苗
器
を
使
う
と
き
は
必
ず
ア
l

ス
を
付
け
、
漏
電
し
ゃ
断
器
を
取
付

け
ま
し
ょ
う
。

2

電
気
を
入
れ
て
い
る
と
き
は
素
足

で
近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

A
V
農
作
業
標
準
料
金
.

昭
和
田
年
度
農
作
業
標
準
料
金
は
、

去
る
3
月
の
農
業
委
員
会
総
会
で
次
の

よ
う
に
決
ま
り
ま
し
た
。

-農作業標準料金
(10アール当り〉

区 分 標準料金

ト荒起し 6，000円

フ 荒くり 2，800円
ク
イ吃かさ 2，800円タ

計 11 ，600円

田植機 5，900円

コンノてイン 17，400円

人 夫|男 6，800円
質ー 金|女 6，200円

緑
を
大
切
に
し
、
豊
か
な
街
づ
く
り

を
目
指
し
て
、

4
月

n日
か
ら
お
日
ま

で
次
の
と
お
り
昭
和
問
年
度
緑
化
週
間

を
設
定
し
、
市
民
総
参
加
に
よ
る
緑
豊

か
な
郷
土
づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ
と
と

し
、
こ
れ
に
あ
わ
せ
て
一
世
帯
一
本
を

目
標
に
緑
の
羽
根
募
金
や
一
市
民
一
本

植
樹
運
動
を
行
い
ま
す
。

|

|
緑

化

週

間
|

|

第

1
日

4
月
辺
日
樹

家
庭
緑
の
日

苗
木
の
無
償
配
布
を
行
い
、
市
民

一

人
一
本
植
樹
運
動
を
展
開
す
る
。
(
家
庭

内
に
お
け
る
緑
化
)。

第
2
日

4
月
お
日
出

山
の
緑
の
日

山
の
緑
化
を
推
進
す
る
。
(
造
林
の
推

進
)。

第
3
日

4
月
包
日
嗣

街
の
緑
の
日

公
園

・
道
路

・
広
場

・
境
内
等
の
緑

化
を
行
、
つ
。

第
4
日

4
月
お
日
側
職
場
緑
の
日

積
極
的
に
公
共
施
設

・
工
場
・
事
業

所
周
辺
の
緑
化
に
つ
と
め
る
。

第
5
日

4
月
お
日

ω緑
愛
育
の
日

樹
木
の
保
育

・
森
林
火
災
防
止
の
徹

底

・
病
虫
害
の
駆
除

・
野
生
鳥
獣
の
保

護
に
つ
と
め
る
。

第
6
日

4
月
幻
日
嗣
学
校
緑
の
日

校
庭
の
美
化
、
学
校
林
の
愛
護
及
び

緑
化
思
想
の
高
揚
に
つ
と
め
る
。

第

7
日

4
月
初
日
附
記
念
植
樹
の
日

富
山
県
植
樹
祭
(
滑
川
市
)
、
ま
た
魚

津
市
緑
化
推
進
委
員
会
で
は
、

・
春
の
苗
木
即
売
会

4
月
1
日
幽
i
3
日
制

於
魚
津
市
農
協
会
館
前

.
緑
化
木
の
街
頭
無
償
配
布

4
月

n日
幽
午
後
1
時
初
分
か
ら

於
中
央
通
り

を
計
画
し
て
い
ま
す
。
く
わ
し
く
は
、

市
農
林
土
木
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
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国
(定額)民

月年
額全
五]秀

八科

き詰
円月
にカ、

勺

現
在
、
国
民
年
金
保
険
料
は
、
五
、
二

二
O
円
で
す
が
、
日
年
4
月
か
ら
、
五
、

八
三

O
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

現
在
の
保
険
料
は
、
今
の
給
付
水
準

に
比
較
し
、
低
い
額
に
お
さ
え
ら
れ
て

い
る
た
め
、
健
全
な
年
金
財
政
を
維
持

し
て
い
く
た
め
に
は
ど
う
し
て
も
保
険

料
の
引
き
上
げ
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
の
加
入
者
は
、
所
得
の
高

い
人
か
ら
低
い
人
ま
で
幅
広
い
層
を
対

象
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
い
き
な
り
高

豊かな老後今日の掛金、

い
保
険
料
と
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ

ん
。
こ
の
た
め
、
加
入
者
の
負
担
が
急

激
に
増
え
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
毎
年

少
し
ず
つ
段
階
的
に
保
険
料
を
引
き
上

げ
る
方
法
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

加
入
者
の
皆
さ
ん
の
負
担
は
増
え
ま

す
が
、
国
民
年
金
制
度
を
支
え
て
い
く

た
め
に
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
付
加
保
険
料
は
、
月
四
O
O

円
の
ま
ま
据
え
置
か
れ
ま
す
。

58年4月からの保険料の額
*定額保険料の人は、月額5.830円

(納期毎の納付額は17，490円)

*付加保険料の人は、月額6.230円
(納期毎の納付額は18，690円)

年
金
相
談
所
は
、

毎
月
第
3
木
曜

日
に
、
市
民
相
談
室
で
開
設
し
て

い
ま
す
。
今
月
の
相
談
日
は
、
引

日
で
す
。
せ
い
ぜ
い
ご
利
用
く
だ

さ
い。

JH 有
~I 利
き アト

i{呆
て..i.L.恰

h 則一-議納江
主制 Vノ

↑度司れ透川凶

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
現
在
、

3

か
月
を
単
位
に
納
め
ま
す
が
、
ニ
疋
期

間
ま
と
め
て
前
払
い
し
ま
す
と
割
引
き

さ
れ
る

「前
納
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

前
納
し
ま
す
と
、

3
か
月
毎
に
納
め

る
手
間
が
は
ぶ
け
、
納
め
忘
れ
が
な
く

な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
保
険
料
は
、

1

年
分
(
回
年
4
月
か
ら
回
年
3
月
)
を

分
割
納
付
し
た
場
合
と

一
指
前
納
し
た

場
合
と
で
は
、

一
括
前
納
の
ほ
う
が
、

一
、
六
九

O
円
の
割
引
き
と
な
り
ま
す
。

O
分
割
納
付
し
た
場
合

五
、八
三
O
円
×
ロ
月

六
九
、
九
六
O
円

。
一
括
前
納
し
た
場
合六
八
、
二
七

O
円

会
社
を
や
め
た
ら

国
民
年
金
に
加
入
手
続
き
を

ー
外
国
人
の
方
も
同
じ
で
す
|

国
民
年
金
に
加
入
す
る
人
は
、
農
林

漁
業
、
自
由
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
の

自
営
業
者
、
そ
の
家
族
、
あ
る
い
は
そ

の
従
業
員
の
方
な
ど
で
す
。

会
社
を
退
職
し
、
自
営
業

に
な
っ
た
り
、
家
庭
に
入
っ

た
人
は
、
初
歳
以
上

ω歳
未

満
の
人
で
あ
れ
ば
、
国
民
年

金
に
加
入
す
る
手
続
き
を
と

り
ま
し
ょ
う
。
今
ま
で
加
入

し
て
い
た
年
金
の
被
保
険
者

証
(年
金
手
帳
)と
印
鑑
を
も

っ
て
、
国
民
年
金
係
へ
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。

加
入
手
続
き
を
し
ま
す
と
、

今
ま
で
加
入
し
て
い
た
年
金

ね
ん
き
ん
標
鱈

年
金
は

明
る
い

老
後
の

道
し
る
べ

と
国
民
年
金
の
加
入
期
間
が
自
動
的
に

つ
な
が
り
、
年
金
を
受
け
ら
れ
る
仕
組

み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

届
出
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
て
、
あ

な
た
の
年
金
を
受
け
る
権
利
を
守
っ
て

く
だ
さ
い。

。。

国
民
年
金
の
保
険
料
は

納
め
て
あ
り
ま
す
か

1
・2
・
3
月
分
の
保
険
料
は
、
も
う

納
め
ま
し
た
か
。

保
険
料
を
納
め
忘
れ
ま
す
と
、
万
一

事
故
が
あ
っ
た
と
き
、
障
害
年
金
や
母

子
年
金
、
老
齢
年
金
さ
え
受
け
ら
れ
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

計
年
昨
尻
分
の
保
険
料
に
つ
い
て
、
も

う
一
度
納
め
忘
れ
が
な
い
か
チ
ェ
ッ
ク

し
て
く
だ
さ
い
。

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き
は

保
険
料
を
免
除
す
る
制
度
を
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。
未
納
の
ま
ま
放
置
す
る
こ

と
の
な
い
よ
う
、
国
民
年
金
係
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

免
険
申
詰
言
を

出
せ
は
、
、

将

来

一

等
金
が
，
M

毛、」
J

、Z
3
わ
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〈
〉
家
庭
訪
問
指
導

国
民
健
康
保
険
は
、
相

互
扶
助
の
精
神
で
あ
な
だ

の
健
康
と
い
の
ち
を
守
っ

て
い
ま
す
。

な
お
本
人
負
担
は
、
七
千
円
の
予
定

に
な
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
に
引
き
続
き
、

6
名
の
保
健

指
導
員
が
、
各
家
庭
を
訪
問
し
て
、
主

治
医
の
指
示
に
従
い
、

積
極
的
な
保
健

指
導
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

〈
〉
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ド
ッ
ク
の
実
施

こ
の
事
業
も
昨
年
度
に
引
き
続
き
、

健
康
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
実
施
し
ま

す。
対
象
は

ω歳
か
ら

ω歳
ま
で
の
方
で
、

一
年
以
上
国
保
の
資
格
が
あ
る
方
。

費
用
は
無
料
と
し
、

一
0
0
0
名
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

〈
〉
一
日
成
人
病
ド
ッ
ク
の
実

施

今
年
度
も
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
健

康
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
病
気
の
早

期
発
見
、
早
期
治
療
の
た
め
に
循
環
器

疾
患
、
悪
性
新
生
物
の
検
査
な
ど
を
中

心
と
し
た
、

一
日
成
人
病
ド
ッ
ク
を
実

施
し
ま
す
。

対
象
は
、
年
齢

ω歳
か
ら
印
歳
ま

で
の
方
で
、
一
年

以
上
国
保
の
資
格

が
あ
る
方
。

費
用
の
一
部
と

し
て
、
一
人
一
万
六

千
円
を
助
成
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
該
当

者
は
せ
い
ぜ
い
受

検
し
て
く
だ
さ
い
。

八
〉
医
療
費
通
知

被
保
険
者
の
皆
さ
ん
の
医
療
費
に
対

r---. /ー¥

ま年す
す度る
。中認
2 識
回を
、深

医め
療て
費い
をた
おだ
知く
らた
せめ
しに

〈
〉
広
報
活
動

毎
月
、
国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知

ら
せ
や
、
疾
病
の
予
防
方
法
、
病
気
の

知
識
な
ど
を
広
報
を
通
じ
て
、
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

〈
〉
踏
竹
の
配
布

毎
年
好
評
を
博
し
て
い
る
踏
竹
は
、

今
年
も
三

O
O本
を
作
り
、
配
布
す
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
希
望
者
は
、
保

健
指
導
員
か
、
市
民
課
国
保
係
ま
で
申

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

配
布
は

5
月
ご
ろ
の
子
定
で
す
。

企
V

お

知

ら

せ

.

。
⑨
と
⑨
の
保
険
証

旅
行
や
仕
事
で
長
期
に
わ
た
り
家
を

離
れ
る
と
き
に
は
、
⑮
の
保
険
証
を
発

行
し
ま
す
。
ま
た
修
学
の
た
め
に
家
族

と
離
れ
て
生
活
す
る
学
生
に
は
、
⑨
の

保
険
証
を
発
行
し
ま
す
。
い
づ
れ
も
家

族
の
保
険
証
と
ハ
ン
コ
を
持
っ
て
、
市

民
課
窓
口
へ
申
出
て
く
だ
さ
い
。

。
保
険
証
の
再
発
行

保
険
証
を
紛
失
し
た
り
破
い
た
り
し

た
場
合
は
、
市
民
課
国
保
係
ま
で
申
出

て
く
だ
さ
い
。
そ
の
時
に
身
分
を
証
明

で
き
る
も
の
(
自
動
車
免
許
証
等
)
と

ハ
ン
コ
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

す
ぐ
に
新
し
い
保
険
証
を
発
行
し
ま

す
。
身
分
を
-証
明
す
る
も
の
の
提
示
が

な
い
時
は
、
世
帯
主
へ
郵
送
し
ま
す
。

ム

7
1
3
3
3
3
1
3
3
3
1
1
3
3
1
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3や

…

宮
@
富
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予
E
渉
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…

…

O
春
は
ね
た
い
季
節

E
E

向

…
春
に
居
眠
り
が
多
く
な
る
の
は
、

や
菌

剤

、

ヴ

'pー
や
同

一
代
謝
面
か
ら
み
る
と
、
気
温
が
上
昇

E
幽
司
、
不え

4
uご

目
し
て
体
内
の
物
質
代
謝
が
高
ま
り
、
事
州
市
山
ミ

ヘ

/
」

向

・36
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向
こ
れ
に
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
機
能
が
つ

市

日

市

t
L
/

面一
i

・3f
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出

向
い
て
ゆ
け
な
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な
り
、
だ
る
く
疲
れ
礼
「
同
十
川
レ
川
¥

一-

べ

it
t
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…
た
気
分
に
な
っ
て
眼
く
な
る
か
ら
だ

/
何
時
バ
i

ハ
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1

2

…

…
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た

言

明

1
11二

一
が
上
が
っ
て
新
陳
代
謝
が
さ
か
ん
に

中
な
る
と
、
体
内
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
代
血
管
が
広
が
っ
て
発
汗
し
た
り
、
あ
叩

…
謝
に
密
接
な
関
係
が
あ
る
ビ
タ
ミ

ン

る
い
は
収
縮
し
た
り
す
る
現
象
を
繰
…

…
&
が
不
足
し
て
、
だ
る
さ
を
感
じ
る
り
返
し
ま
す
。
こ
の
た
め
体
温
調
節
…

一
よ
う
に
な
る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

の
働
き
も
不
安
定
に
な
り
、
体
調
を
…

一
こ
う
し
た
春
の
だ
る
さ
や
眠
さ
に
く
ず
し
や
す
く
し
ま
す
。

…

向
は
、
た
ん
白
質
食
品
や
ビ
タ
ミ
ン
傾

季
節
の
変
わ
り
め
は
、
睡
眠
不
足
叩

…
の
多
い
食
品
を
多
く
食
べ
る
こ
と
、
や
過
労
を
避
け
、
健
康
に
気
を
つ
け
一

…
ま
た
生
活
や
仕
事
の
合
間
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。
と
く
に
持
病
の
人
や
お
…

一
て
軽
い
体
操
な
ど
適
度
の
運
動
を
す
年
寄
り
は
カ
ゼ
な
ど
ひ
か
な
い
よ
う
…

…
る
こ
と
が
有
効
で
す
。

十
分
に
注
意
し
た
い
も
の
で
す
。

…

叩

O
H花
冷
え
。
な
ど
季
節
の
変
わ
り
め

。
寝

具

の

日

干

し

町

一

に

注

意

私

た

ち

の

か

ら

だ

か

ら

は

、

夜

ね

一

…
春
の
天
気
は
気
ま
ぐ
れ
で
、
暖
か
む
っ
て
い
る
と
き
で
も
汗
が
で
て
い
…

…
い
日
が
つ
づ
い
た
後
、
急
に
冬
に
逆
て
、
成
人
で
ふ
つ
う

一晩
に
で
る
量
は
、
…

一
も
ど
り
し
た
よ
う
な
寒
さ
に
な
る
こ
コ

ッ
プ
1
1
2
杯
程
度
と
い
わ
れ
て
一

一
と
が
あ
り
ま
す
。

い

ま
す
。
つ
ま
り
ふ
と
ん
な
ど
の
寝
具
一

…

似

の

花

の
咲
く
頃

に

は

、

し

ば

し

は

そ

の
水
分
で
湿
っ
ぽ
く
な
り
、
保
一

…
ば
寒
さ
が
ぶ
り
返
し
、
花
冷
え
と
も
温
力
も
わ
る
く
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

…

…
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。
こ
ん
な
と
き
、

と
く
に
子
ど
も
や
お
年
寄
り
が
湿
っ
…

…
私
た
ち
の
か
ら
だ
は
、
気
候
の
変
化
た
寝
具
で
限
る
の
は
健
康
上
か
ら
も
…

同
に
順
応
し
よ
う
と
し
て
、
ホ
ル
モ

ン

感
心
で
き
ま
せ
ん
。
ふ
と
ん
な
ど
の

叩

…
や
自
律
神
経
の
作
用
が
天
候

に

応

じ

寝

具
は
で
き
る
だ
け
こ
ま
め
に
日
干
…

…
て
徴
妙
に
変
化
し
、
た
と
え
ば
皮
膚
し
す
る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

…

)

十

3
3
1
3
1
3
3
3
3
3
3
3
1
3
3
1
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
1
1
1や

川
引
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み
虚
偽
亀
の
哀
。
菰

E
V

第
3
回
大
会
の
開
催

に
あ
た
り
、
次
に
よ
り

交
通
規
制
さ
れ
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、

多
大
な
ご
違
恐
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
本
大
会

が
無
事
開
催
で
き
ま
す

よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

H
交
通
規
制
H

マ

と

き

4
月
M
日

同
〈
雨
天
決
行
〉

マ
規
制
時
間

午
前
日
時
1

午
後
1
時
ま
で

マ
ス
タ
ー
ト
時
間

-mlmの
部
:
日
時
初
分

・m
lmの
部
・日
時

ω分

・5
M
の
部
・
:

日
時
代
目
分

マ
ス
タ
ー
ト
場
所
水
族
館
前

マ
大
会
コ

l
ス

コ
ー
ス
図
の
と
お
り

|58年度 |

魚
津
市
リ
ズ
ム

体
操
教
室
〈
前
期
〉

( 10・45)
(10・58)

こ
の
春
、
「
体
力
。
つ
く
り
の
た
め
に
何

か
始
め
た
い
:
:
:日
と
思
っ
て
い
る
方
、

p
リ
ズ
ム
体
操

p
で
楽
し
く
動
き
、
気

持
よ
い
汗
を
い
っ
ぱ
い
か
い
て
、
心
と

体
の
ワ
l
ク
ア
ウ
ト
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
・・・・・・
。《朝
の
部
》
一
《
夜
の
部
》

期
間

4
月
8
日
1

一4
月
日
日
j

7
月
幻
日
一

7
月
初
日

曜
日

毎
週
金
曜
日
一
毎
週
水
曜
日

〈
比
回
〉
一
八
日
回
〉

時
間

午
前
叩
時
1

一
午
後
7
時
初

日
時
叩
分
一
分
i
9
時

場
所

総

合

体

育

館

参
加
人
数

高
校
生
以
上
の
女
性
別
名

参
加
費

ス
ポ
ー
ツ
障
害
保
険
料
千
円

と
1
回
ご
と
に
入
館
料

ω円

申
込
み
先

総
合
体
育
館
②
1
2
6
3

(
電
話
で
も
可
)

動
き
や
す
い
服
装
に
内
ば
き

シ
ュ
ー
ズ
を
持
参

(10:42) 
(10:01 ) 

そ
の
他

学
校
体
育
施
設
の

夜
間
開
放
始
ま
る

例
年
の
と
お
り
小
・

中
学
校
の
体
育

施
設
を
夜
間
開
放
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
身
近
な
体
育
、
ス
ポ
ー
ツ

活
動
、
体
力
づ
く
り
の
場
と
し
て
、
積

極
的
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

0
開
放
開
始
月
日

4
月
日
日
開

O
東
西
中
学
校
及
び
魚
津
工
業
高
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
利
用
申
込
み
は
月
曜
日

ご
と
に
、
午
前
8
時
初
分
1
日
時
ぬ

分
ま
で
に
体
育
課
へ
(
申
込
み
当
日

が
祝
祭
日
及
ひ
休
日
の
場
合
は
翌
日
)。

学
校
別
の
利
用
割
当
等
は
体
育
課
で

責
任
抽
選
し
ま
す
。

O
そ
の
他
の
利
用
申
込
み
は
当
該
地
区

体
育
振
興
会
か
体
育
課
へ
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
別
の
開
放
種
目

土 金 木 水 火 月

|ソ |ソ 野 |ソ ラサ |ソ
ウンド西中グルフ ルフ

軟式球
ルフ グツ ルフ

ト ト ト ピカ ト
ボ ボ ボ I I ボ フ

|ソ |ソ ラサ 町' |ソ |ソ
ウンド 東中グルフ ルフ グツ

軟式球
ルフ ルフ

ト ト ビカ ト ト
ボ ボ I I ボ ボ フ

ラグサツ
|ソ |ソ |ソ 町' lソ ラ魚
ルフ ルフ ルフ

軟式球
ルフ ウエ

ピカ ト ト ト ト
ンド高グ

I I ボ ボ ボ ポ

※
た
だ
し
、
国
民
の
祝
祭
日
及
び
日
曜

日
は
、
特
別
の
場
合
を
除
き
開
放
し

ま
せ
ん
。

(
4
月
日
日
か
ら
お
日
ま
で

の
利
用
申
込
み
は
4
月
4
日
に
受
付

し
ま
す
)
。

ー

5
月
の
歩
-
で
つ
会
ーー

5
月
の
歩
こ
う
会
は
、

8
日
に
行

い
ま
す
。

電
鉄
魚
津
駅
前
発
午
前
8
時
5
分
の

パ
ス
で
黒
沢
ま
で
行
き
ま
す
。
黒
沢
か

ら
奥
東
城
へ
。
春
を
楽
し
み
な
が
ら
歩

き
、
パ
ス
で
帰
り
ま
す
。

参
加
者
は
、
午
前
7
時

ω分
ま
で
に

電
鉄
魚
津
駅
前
へ
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

(
昼
食
持
参
)

(12) 

4
月
の
ス
ポ
ー
ツ
こ
よ
み

24 ヵ、 11 10 と |
日 ら日 日
(日) 伺) {日) き

大会楼気第3 

雄拍設聞聞 5年度学桂体施育8 
年韓合桔回回式 魚樟市ポスソl 

qi-

口スレドll 髄庸樟餐魚回
事

名
~' 

スタトl 族貧水両富省 車誼 桂体学中 小市内. 

ウ吉 と

ンド 回グ 」ー，

フ ろ

ご
寄
付
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

-
魚
津
市
ス
ポ
ー
ツ

振
興
基
金
と
し
て

五
O
O、
0
0
0円

友

道

若

島

一五
O
、
0
0
0円

大
光
寺
魚
津
清
掃
公
社

一O
O、
0
0
0円

本

町

2

鎖
国
平
八
郎

一O
、
0
0
0円

友
道
幸
町
川
崎
庄
次
郎

二
O
O、
0
0
0円

本

町

2

中
村
次
一

三
O
O、
0
0
0円

上
村
木
市
相
撲
協
会

一
、
0
0
0、
0
0
0円

並

木

町

堀

川

文
作

寅
治
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幻
年
度
市
青
少
年
健
全
育
成

普
及
推
進
大
会
開
く

さ
る
、

3
月
ロ
日
出
午
後
1
時
却
分

か
ら
市
役
所
に
お
い
て
、
青
少
年
育
成

魚
津
市
民
会
議
の
お
団
体
か
ら
お
名
が

参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
。

-
テ
ー
マ
「
明
る
い
豊
か
な
家
庭
づ

/¥り」

.
内
容
パ
ネ
リ
ス
ト
(
討
論
者
)
を
と

り
ま
く
討
論
会

.
話
し
あ
っ
た
事
が
ら
(
主
な
も
の
)

-
家
庭
で
の
あ
り
方
に
つ
い
て

-
親
が
子
供
の
目
を
よ
く
見
て
話
し

あ
う
べ
き
で
あ
る
。

-
親
自
身
が
も
っ
と
学
習
を
深
め
て

指
導
に
当
た
る
べ
き
で
あ
る
。

-
成
績
本
位
の
考
え
方
を
な
く
す
べ

き
で
あ
る
。

-
友
人
関
係
を
大
切
に
す
る
よ
う
指

導
す
べ
き
で
あ
る
。

・
自
分
本
位
な
考
え
方
で
な
く
互
い

に
協
力
す
る
心
を
指
導
す
べ
き
で

あ
る
。

-
親
が
、
子
に
も
っ
と
勤
労
を
尊
ぶ

こ
と
を
教
え
る
べ
き
で
あ
る
。

・
あ
い
さ
つ
の
仕
方
を
身
に
つ
け
さ

せ
る
よ
う
に
す
る
。

-
「あ
り
が
と
う
」
と
心
か
ら
言
え
る

子
に
育
て
る
。

・
子
供
に
能
力
以
上
の
期
待
を
か
け

す
ぎ
な
い
よ
う
に
。

・
結
果
で
し
か
ら
ず
、
経
過
で
し
か

る
よ
う
に
す
る
。

-
親
は
、
あ
の
子
も
、
こ
の
子
も
、

わ
が
子
と
同
じ
見
方
で
も
の
を
考

え
る
よ
う
に
。

2
学
校
で
の
あ
り
方
に
つ
い
て

・
健
康
で
明
る
い
先
生
が
望
ま
し
い
。

.
子
供
の
身
に
な
っ
て
考
え
て
く
れ

る
先
生
が
望
ま
し
い
。

-
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
教
師
と
言
わ
れ
な

い
先
生
が
望
ま
し
い
。

-
や
さ
し
い
が
厳
し
い
反
面
も
失
わ

ず
指
導
す
る
先
生
が
望
ま
し
い
0

.
子
供
の
心
を
つ
か
ん
で
学
習
の
効

果
を
あ
げ
る
先
生
が
望
ま
し
い
。

・
ど
ん
な
子
供
に
も
目
を
か
け
、
不

公
平
な
扱
い
を
し
な
い
先
生
が
望

ま
し
い
。

-
P
T
A
等
の
会
合
に
進
ん
で
出
席

し
、
親
と
の
連
け
い
を
大
切
に
す

る
先
生
が
望
ま
し
い
。

-
社
会
的
に
視
野
を
広
め
、
も
っ
と

地
域
社
会
に
と
け
こ
む
先
生
が
望

寺
小

l
v
い
。

3
地
域
社
会
で
の
あ
り
方
に
つ
い
て

・
他
の
子
で
も
、
悪
い
こ
と
を
し
た

ら
勇
気
を
も
っ
て
注
意
を
す
る
0

・
地
域
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
行
事
が
多

い
が
、
静
か
に
考
え
る
よ
う
な
行

事
も
と
り
入
れ
る
よ
う
に
。

-
美
し
い
も
の
を
見
た
り
、
よ
い
音

楽
な
ど
を
聞
く
行
事
を
と
り
入
れ

る
よ
う
に
。

・
特
定
な
人
が
特
定
の
場
所
で
特
定

読
書
は
あ
な
た
の
無
限
の
宇
宙
:
:
:
①

ほ
ん
と
う
の
勉
強
は
、
社
会
の
一
員

と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
と
き
か
ら
始
ま

り
ま
す
。

一
歩
一
歩
、
自
分
を
成
長
さ
せ
る
た

め
に
、
ピ
ッ
タ
リ
と
イ
キ
の
合
っ
た
本

を
探
し
求
め
て
く
だ
さ
い
。

フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
の
本

雪
煙
を
め
ざ
し
て

加

藤

保

男

心
に
燃
え
る
も
の

宮
城
ま
り
子

・
福

井
達
雨
対
談

な
行
事
を
す
る
よ
り
、
地
域
ぐ
る

み
(
異
世
代
)
の
交
流
の
場
を
多
く

と
り
入
れ
る
よ
う
に
。

-
非
行
の
温
床
に
な
る
よ
う
な
地
域

の
有
害
環
境
を
な
く
す
る
運
動
を

す
す
め
る
。

・
大
人
が
、
姿
勢
を
正
し
て
子
供
に

接
す
る
よ
う
に
す
る
。

か
お
は
よ
う
と

今
朝
も
聞
こ
え
る

ぼ
く
ら
の
町
に
4

青
少
年
育
成
魚
津
市
民
会
議

き
み
は
風
の
よ
う
に

山
田

人
に
聞
け
な
い
文
書
の
書
き
方
田

中

四

郎

た
え
が
た
き
・
を
・
た
え

I

の

会

自
分
を
鍛
え
る

ジ
ョ
ン

・
ト
ッ
ド

日
本
さ
ら
り
い
ま
ん
大
研
究福
田
紀
一

自
分
の
立
場
の
読
み
方

井

浦

康

之

各
馬
一
斉
ス
タ
ー
ト

竹
腰
美
代
子

働
く
こ
と
と
生
き
る
こ
と

水

上

勉

歳
月
切
符

田

辺

聖

子

心
や
さ
し
く
生
き
る

田

中

千

代

男
の
学
校

阿

部

冬

彦

借
り
出
し
は
、
ひ
と
り

3
冊
2
週
間

ま
で
で
す
。

ど
う
ぞ
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

リ
ク
エ
ス
ト
・
ベ
ス
ト

5
(3
月
)

1
気
く
ば
り
の
す
す
め

2
積
木
く
ず
し

3
序
の
舞
(上
・下
)

鈴

木

健

二

穂

積

隆

信

宮
尾
登
美
子

ご
寄
付
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

・
魚
津
市
立
図
書
館
図
書
購
入
基
金

と
し
て

魚
津
市
友
道
二
、
一
八

O
北
保
正
詔

一、

0
0
0、
0
0
0円

A
V
図

書

小

説

・読
物
三
九
八
冊

魚
津
市
湯
上
三
四
一
野
崎
直
義

4
女
の
人
差
し
指

5
慶
州
ナ
ザ
レ
園

上向
士反田

冬邦
子子

。
み
ん
な
と
い
っ
し
ょ
に
/
。

4
月
の
お
し
ら
せ

4
日
制
お
は
な
し
会

き
つ
ね
の
フ
ラ
と
き
つ
ね

ず
し

市
日
制
え
い
が
会

リ
ス
の
パ
ナ
シ

3
じ
初
ぷ
ん
か
ら
、
と

し
よ
か
ん
視
聴
覚
室
で
。

順
子

ー
川

柳

教

室

|

女

と

き

.4
月
日
日

ω

午
後
1
時
初
分
1
3
時
初
分
ま
で

会
と
こ
ろ
魚
津
市
立
図
書
館

交
課
題
「
つ
ぎ
は
ぎ
」
「
雑
詠
」

講
師
木
村
喜
見
城
先
生

ど
な
た
で
も

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

3
月
の
川
柳
教
室
か
ら

あ
て
つ
け
の
虚
勢
ひ
と
り
に

な
っ
て
恥
じ
浜
田

遅
咲
き
の
恋
を
悔
い
つ
つ

ひ

と

り

酒

辻

本

京
子

汀
風

(13) 
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4
月
の
休
日
診
療
医

問い合わせは包22-2200(内線231)

;I ~ I品|官|習 IiJ I 官 I~ ユ
附 I(刈|旧) I幽 I(日) I (日) I (日) I (団

宮
本
医
院

宮
元
医
院

森
本
医
院

山
岸
医
院

浦
田
病
院

〈産
婦
人
科
〉

浦
田
病
院

〈
外
科
〉

江
幡
医
院

扇
谷
医
院

新
角
川

宮

@
0
1
2
2

本

江E
@
1
3
9
3
 

新
金
屋

宮

@
1
2
5
3

上
村
木

宮

@
5
8
7
8

本

江
宮

@
5
0
5
3

本

江宮

@
5
0
5
4

浜
経
団

宮

@
5
0
5
2

友

道
官

@
1
3
5
5

だよりω周〉
4
月
一同

qo
口
u
-
r
t

日
日
一
同

口
日
一
間

M
日
一
岡
山

m日一
樹

魚
津
歯
科

医
院
野
田
歯
科

医
院
小
森
歯
科

医
院
山
本
歯
科

医
院

保
5
月

一O
一
吉
岡
歯
科

1
日一

U
一
医
院

佐
渡
歯
科

医
院

3
日一

ω

5
日
一
附

対
馬
歯
科

医
院
小
泉
歯
科

医
院

朝
日
町
泊

宮

0
7
6
5
8
②
0
4
6
8

入
善
町
入
膳

宮

0
7
6
5
⑫
0
2
6
2

上
市
町
新
町

宮

0
7
6
4
7
②
0
0
3
2

上
市
町
西
中
町

宮

0
7
6
4
7
②
0
1
1
7

舟
橋
村

宮

0
7
6
4
6
④
1
3
0
1

上
市
町
大
坪

宮

0
7
6
4
7
③
0
5
1
5

立
山
町
五
百
石

宮

0
7
6
4
6
③
0
1
2
8

立
山
町

宮

0
7
6
4
6
③
1
0
5
1

※診療時間は、いずれも午

前9時から午後5時まで。

、、
‘，，，
，
a--l
 

，，SE
‘、
、

内 唾同1f. 対 象 と き と ー ろ 備 考ー

3か月児健診 3か月児
4月14日(柑 13:00-14:00 

4月28日(柑 13:00-14:00 

8か月児健診 8か月児
4月 8日幽 9: 00-10: 00 

10'5月6日働 h 9:00-10:00 

1歳6か月児健診 56年 9月生れの幼児 4月21日(柑 13 : 00 -14 : 00 
55.3.16-3.31生れの幼児 4月 6日(7J<) 13 : 00 -14 : 00 魚津保健所

3歳児健診 55.4.1-4.15生れの幼児 4月20日(7J<) 13:00-14:00 
55.4.16-4.30生れの幼児 5月 4日附 13:00-14:00 

母親学級は畳食をご
母 親 学 級 妊婦とその家族 4月15日幽 9: 30-16:00 ーー ーーーーーーー・ーーーーー ーー ーーーーーーーーーーー~

歯 の 相 吾員火火 乳幼児と妊婦 4月22日幽 9:00-12:00 
持参ください。

心の健康相談 一般市民 4月19日(刈 13: 30 -15: 00 

健 康 相 談 一般市民 4月19日(刈 13: 00 -15: 00 魚津市役所保健室 -・t10E1庄稲司でIIJ定申し・検込尿んで心く電fご図さ・も2、告eす;~

胃がん検診
4月25日(月) 8:30-10:00 村木公民館 (39歳ま上員で長 1叩 円料一般市民
4月26日(刈 8:30-10:00 村木公民館

料金 40-69r.J¥: 5無00 
70歳以

子宮がん検診
4月25日(月) 13 : 00 -14 : 00 村木公民館 (29歳ま上歳で 1.400料円向

一般市民
4月27日(水) 13:00-14:00 村木公民館

料金 30-69r.J¥: 4生E00 
70歳以

手し 房 検 吾回~ 一般市民 4月27日(水) 13:00-14:00 村木公民館 料金一一一"1，100円

。検診希望者は実施日 10日前まで、市・生活環境課へ申し込みください。地区を優先しますので、予定数に達したら
締切ります。 胃がん検診-5月9、10日、子宮がん検診-5月13、16日、乳房検診-5月13、16日は、大町公民館で行います。

4月19日(刈 13 : 15 -15 : 30 本江公民館 ⑫ -紡骸検診は1I旬膏I1レントゲ

結核検診と 4月20日(水) 13 : 15 -15 : 30 大町公民館 ⑫ 
ンの検査です。
-受診玖は必ず持参のこと。

健 康 号回必iラ、 査
4月22日幽 13: 15 -15: 30 大町公民館 @ .ru!牒診査とは従来の成人

一般市民 4月26日(刈 13: 15 -15 : 30 村木公民館 @ .jj'oJ検診です。40-64員長ま
での方が対象です。

(~のついた場所) 4月27日(水) 13: 15 -15: 30 大町公民館 -受付は13時15分-14時45

行います。 5月 4日(水) 13: 15 -15: 30 日カ厚生会館 ⑧ 
分までです。
-健康手帳を持っている11

5月10日(刈 13 : 15 -15 : 30 魚津市民会館 @ はご持参ください。

-第 1期=3回接種
13: 00-14:00 市民会館 -体温は自宅で計って

第1回目第2回目第3回目 該当地区 きてください。
4月 5日現在 2歳 -母子健康手帳 ・印か

予
児(3歳児で、ま 大町 ・村木 ・住吉 ・ ん持参ください。

4月 4月 6月
百日せき だ接種の終了して 27日休) 22日(*)

上中島 ・上野方 ・本 ※種種できない幼児
5日(刈 @ 発熱、または心臓・じ

いない幼児も含む。) 江
ん臓・肝臓疾患なとeのた

防 ジフテリア -第2期 - 1回のみ
めに治療している幼児。

松 倉 ・片貝 ・加積 ・ @ 接種前、 1年以内に

破 傷 風 接種 4月 4月 6月
道下・経団 ・天神 ・ けいれんの症状を起こ

第 1期を 2回-3 6日(7J<) 28日(村 23日(村 西布施
したことのある幼児。

接 @ 過去において、この
〈三種混合〉 回接種終了児で、 予防接種により副反応

最終接種目後 1年 を起こしたことのある

を経過している 3
6月 受けなかった全地区 幼児。

種 29日(7同 。 その他、接種を行う

歳児。
の方

ことが不適当と認めら

れた幼児は接種できま

麻 し ん 18か月一36か月児
麻しん接種券は、 l歳 6か月児健診会場にて発 せんので、注意してく

行します。 Tごさし、。
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犬の登録と予防注射

記P・唱9・喝p・屯~号炉~・も~・""""吋目

新
川
地
区
休
日
夜
間

急
患
医
療
セ
ン
タ
ー

診

療

日

診
療
時
間

診
療
科
目

所

在

地

日
曜
日
・祝
日

午
後
7
時
i
午
後
日
時

内
科

・
小
児
科

・
外
科

黒
部
市
三
日
市

(
黒
部
市
消
防
署
向
側
)

在
宅
で
寝
た
き
り
の
方
々
に
、
保

健
婦
が
{
丞
挺
訪
問
し
て
、
看
護
に
つ

い
て
の
援
助
を
い
た
し
ま
す
。
希
望

さ
れ
る
方
は
、
次
へ
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

魚
津
市
役
所
生
活
環
境
課
保
健
係

宮
②
2
2
0
0
内
線

2
3
1

生後90日以上の犬は、毎年 1回市役所に登録申請し、

鑑札を受け、春と秋の 2回狂犬病予防注射を受けること

になっています。

春の登録と予防注射の日程は次のとおりです。

・登録手数料一一一一一一一一一一一一一-2，100円

・注 射料一一一一一一一一一一一一一-1，240円

.注射済交付手数料一一一一一一一一一一一-360円

合計 3，700円

W
す
こ
や
か
な
老
後
を

た

む

か

え

る

た

め

に

は

、

げ

壮

年

期

か

ら

の

億

健

康

管

理

が

大

切

で

す

/

で
健
康
診
査

(
従
来
の
成
人
病
検
診
)

を
実
施
し
ま
す
が
、
集
団
検
診
は
、

ω歳
か
ら
臼
歳
ま
で
の
方
を
対
象
と

し
て
実
施
し
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

日
歳
以
上
の
方
は
、
医
療
機
関
で
受
診

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
受
診
案
内
は

8
月
ご
ろ
に
各
自
に
出
し
ま
す
か
ら
、

も
う
し
ば
ら
く
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

o
一
般
住
民
結
核
検
診
も
併
せ
て
行
い

ま
す
。
ぬ
歳
以
下
の
方
と
、
日
歳
以

上
の
方
は
、
結
核
検
診
だ
け
に
な
り

ま
す
か
ら
、
で
き
る
だ
け
午
前
中
の

会
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

O
が
ん
検
診
は
、
従
来
ど
お
り
年
に
1

回
申
し
込
み
制
に
し
て
、
地
区
を
巡

回
し
て
行
い
ま
す
。

市
で
は
、
老
人
保
健
法
に
も
と
づ
き

ω歳
以
上
の
方
々
に
、
健
康
づ
く
り
や

成
人
病
の
予
防
対
策
と
し
て
病
気
の
早

期
発
見
の
た
め
に
、
年

一
回
必
要
な
健

康
診
査
(
循
環
器
と
が
ん
)
を
行
い
、

こ
れ
に
も
と
づ
き
保
健
指
導
を
実
施
し

て
、
老
後
の
健
康
の
保
持
に
役
立
て
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

昭
和
問
年
度
の
健
診
計
画
は
表
の
と

お
り
で
す
が
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

0
4
月
か
ら
叩
月
に
か
け
て
、
全
地
区

程
と き と 」ー， ろ

4月4日(月) 9:00-9:30 : 西 布施 /ふ~、 民館

11 10: 00 -10: 30 : 天 神 -1:: 民 官官

11 11 : 00 -11 : 30 片 貝 -1:: 民 官官

4月5日(刈 9:00-10:00 魚津市農協上野方支所

11 10: 30-11: 30 下 中 島 /ム、‘I 民館

4月6日(水) 9:00-11:00 大 町 /ι九」、 民 館

11 13:00-15:00 村 木 A十.. キ交

4月7日(柑 9:00-9:30 上 中 島 -1::、 民館

11 10:00-10:30 (松倉)生活改善センター

11 11 : 00 -II : 30 iじ 山 鉱 泉

4月8日闘 9:00-9:30 石 垣 -1:: 民 自官

11 10: 00 -11 : 00 力日 干責 -J.入A 民 査官

11 11 : 30 -12: 00 (江口)江幡三治宅

4月9日仕) 9:00-10:00 青島 3 区公民館

11 10: 30 -12: 00 経 田 -J.λ A 民 官官

11 13:30-15:00 色 津 保 健 所

4月10日(臼) 9:00-12:00 魚 j章 市 役 所

日

富
山
県
と
い
き
い
き
富
山
観
光
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
、
富
山
テ
レ
ビ
放
送
主
催
の

「
い
き
い
き
富
山
大
曳
山
ま
つ
り
」
が
4

月

m日
幽
か
ら
5
月
5
日
嗣
ま
で
7
日

間
に
わ
た
り
、
富
山
市
五
福
公
圏
内
に

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
曳
山
ま

つ
り
に
は
、
県
内
か
ら
日
か
所
の
曳
山

が
選
抜
さ
れ
展
示
、
競
演
し
ま
す
が
、

本
市
の
H

た
て
も
ん
。
も
参
加
出
演
す

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
か
た
て
も

ん
。
の
出
演
日
程
等
は
次
の
と
お
り
で

す
の
で
、
ご
声
援
く
だ
さ
い
。

O
展
示

4
月
約
日

1
5
月
5
日

ま
で
の
全
期

日
I
Ji
 

戸
l

o
実
演

4
月

m日

初
日
、

5
月

5
日
の
3
日

目
I
Ji
 

戸
l

第

2
回
魚
津
漆
器
ま
つ
り

4
月
1
日
制
i
4
日
何
ま
で

魚
津
サ
ン
プ
ラ
ザ
に
て

約
四
百
年
の
古
い
歴
史
と
伝
統
を

も
っ
魚
津
漆
器
の
よ
さ
を
広
く
皆
さ

ん
に
知
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
、
魚
津

漆
器
特
産
品
開
発
協
議
会
が
王
催
し
、

第

2
回
魚
津
漆
器
ま
つ
り
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

会
場
に
は
漆
器
類
を
始
め
、
郷
土

民
芸
品
の
五
重
塔
、
ミ
ニ
た
て
も
ん

等
も
展
示
さ
れ
ま
す
。
即
売
も
同
時

に
お
こ
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆

さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

。。

埋

没

林

博

物

館

歴
史
民
俗
資
料
館

4
月
1
日
か
ら
開
館

・
埋
没
林
博
物
館

・
開

館

日

4
月
1
日
i
日
月
初
日

(
入
館
料
大
人

ω円
、
申
告
同
生

ω円
、
小
学
生
ぬ
円
)

E
n
l
1
0
4
9
 

・
歴
史
民
俗
資
料
館

・
開

館

日

4
月
1
日
1
日
月
初
日

(
入
館
料
大
人
間
円
、
中
合
同
生

ω円
、
小
学
生

ω円
)

宮

訂

1
7
2
2
0
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⑧
⑥
⑤
⑧
 

福
祉
課
ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。
代
理

の
方
で
も
け
つ
こ
う
で
す

対

象

者

o
下
肢
、
体
幹
、
視
覚
障
害
者
で
身
体

障
害
者
手
帳
1
・
2
級
の
方

O
療
育
手
帳
A
の
方

-
市
民
会
館
大
ホ
l
ル
催
物

旦つ 会zんが*有霊子映写
5 会室ピヤマ ピ

華怯会発表会 藤l流第回8 閉

ピ ピ
ンl(ト リl中lし高T {雀ア ア ア

市月 差発アノ是 音楽教ハ

ノ

d発表ノ~ ス 表d発Zノh ス

~ エコ
物

表4発z2三h 

レンみ

クサブラ 名

民z 
ト i

1日(日) 29日(祝) 24日(日) 17日(日) 10日(EI) 3日(日) 2日(士) と

AMlO!侍~ 館 AMlOa寺~ 附l時30分~ AM10P寺~ AMlOP寺~ PM 2時~ PM 6時~ き

親子券 大
無料 無料 無料 無料 無料

前売券 1，∞0円
場料入

1，400円 ホ 当日券 1，200円

なと

皇警澄
重松会

高車署庖器 敏案ノ 差綱洋子ピまJレ 玉

t戚みJb ll 催物
{佳

ア ア
者

-
福
祉
タ
ク
シ
ー

申
請
お
願
い
し
ま
す

重
度
の
心
身
障
害
者
の
方
々
が
、
少

し
で
も
容
易
に
社
会
活
動
を
行
え
る
よ

う
、
市
で
は
、
年
間
4
千
円
分
の
タ
ク
シ

ー
料
金
の
チ
ケ
ッ
ト
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

昭
和
問
年
度
分
を
4
月
1
日
か
ら
発

行
し
ま
す
か
ら
、
次
に
該
当
す
る
方
は

身
体
障
害
者
手
帳

(
あ
る
い
は
雲
同
手

帳
)
と
印
鑑
持
参
の
上
、
市
役
所
社
会

-
戸
籍
の
手
数
料
改
正

4
月
1
日
か
ら
戸
籍
手
数
料
が
次
の

よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
す
。

・
戸
籍
謄
本
・
抄
本

一
通
二
百
円
か
ら
三
百
円
に

.
除
籍
謄
本
・
抄
本

一
通
三
百
円
か
ら
五
百
円
に

〈市
役
所
市
民
課
〉

事在理
募集験般 年胸骨 性 別 n 金 勤務I也 人員

資絡経験
番号 その {也

1 電営気技術業 18-24 男 9.5-11 ア同7 校:I~ 下島 1 電気技術i

2 営 業 30-50 男 10-15 校大 町下 2 普免

3 自己 逢 18-30 男 10-16 校村 下木 l 普免

4 機械工 18-50 男 12.5-17.5 校住 吉下 3 

5 土 工 21-60 男 15-17.5 上校野方下 5 免う婆ち 2 名311f

6 zI苫J~ 務兼貝 18-21 女 8.8-9.9 校吉 下山 l 高卒独身者

7 機械工 20-35 女 9以上 校本 下江 1 使フ関ライ ス現在

8 給食係 50まで 女 8.5- 校本 下江 1 

9 単労工 20-50 女 8.2- 校古 下gh 2 

10 看 百貨婦 20-60 女 l商9談.2に以よ上り 校本 下江 3 交替iI~J あり

〈求人情報〉早急に人を求めていますグか
子
ど
も
の
広
場
。

ヘ
集
合
グ

…
ニ
ば
と
児
童
セ
ン
タ
ー

…

mu
⑧
2
4
0
2
 

入
学
・進
学
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
年
昨
尻
も
い
ろ
い
ろ

な
行
事
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
み
ん
な

で
参
加
し
、
楽
し
く
遊
び
ま
し
ょ
う
。

-
-
4
月
の
お
知
ら
せ
|

|

〔
工
作
の
日
〕

ω
i
附

2
時
i
5時

-
年
生
か
ら
3
年
生
ま
で
の
子
供

を
対
象
に
「
こ
い
の
ぼ
り
」
を
製

作
し
ま
す
。
製
作
日
は
お
日

ωj

型在理
希望職種 年骨骨 性 別

希望
首可 度 学歴 免

番号 賃金

l 盤ポ ー工ル 49 男
15 フ同7 童ポ書ー物ル量1産14年年 中卒 ガス ・玉 掛

2 機械設計 56 男 18 託自宣 営言l・-220 年年 大卒 普免

3 ~t; 務 55 男 20 股協 36年 高小豆r: 普免

4 運転手 46 労 22 巡転 20年 中卒 大抱けん引

5 フォーク 57 男 15 薬フ品ォー製造ク329年年 旧中卒 玉ボJイJトラフーォー2級ク

6 事 務 30 女 8.5 一レー般ス事・務コピート 短大卒 珠普tl. 免3 級

7 庖 員 23 女 8.5 販売買 5年 高卒 珠皆ー算免3級

8 庖 員 22 女 8 組立工 2年 高卒 普免

9 清掃貝 49 女 9 消掃 20年 小 卒

10 

く求職情報〉緊急に職を探していますグ

お
日
闘
で
、
参
加
希
望
者
は
費
用

ω円
を
添
え
て
幻
日
ま
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

〔
一
輪
車
教
室
〕

附

3
時
i
5時

〔
体
力
測
定
〕

日
日

ω
2時
1

〔
映
画
会
〕

口
日

m
m時
初
分
i

「大
き
い

1
年
生
と
小
さ
い

2
年

生
」

〔
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
上
達
調
べ
〕

羽
田

ω
2時
j

|

|
5
月
の
お
知
ら
せ
|

|

〔
子
供
の
日
の
つ
ど
い
〕
5
日
附

2
時
1

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
な
ど
を
し
ま

す
。

〔
母
の
日
プ
レ
ゼ
ン
ト
づ
く
り
〕

6
日
幽
1
7
日
出

セ
ン
タ
ー
で
は
「
母
の
日
」
に

ち
な
ん
で
ペ
ー
パ
ー
フ
ラ
ワ
ー
を

つ
く
り
ま
す
。
参
加
希
望
者
は

費
用
抑
円
を
添
え
て
4
月
お
日

嗣
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
セ
ン
タ
ー
で
は
、
次
の
よ
う
な
ク

ラ
ブ
を
開
設
し
た
く
、
ク
ラ
ブ
買

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

卓
球
ク
ラ
ブ
(
対
象
は
4
年
生
以
上
)

一
輪
車
ク
ラ
ブ
}
対
象
は
1
年
生
以

竹
馬
ク
ラ
ブ
}
上

く
わ
し
い
こ
と
は
、
セ
ン
タ
ー
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
休
館
日
〉

月
曜
日
・祝
日
(
た
だ
し
、

5
月
5
日
は
開
館
し
ま
す
)。

※くわしいことは、魚津公共職業安定所

〈宮 24-0365>へお問い合わせ ください。

。。
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出
漁
遭
難
者

合
同
法
要
行
う

魚;孝命@色然 魚族紹介問

さわがに

出
漁
遭
難
者
指
惇
法
要
は
、
昨
年
ま

で
、
魚
津
市
出
漁
団
関
係
者
の
み
で
行

わ
れ
て
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
最
近
、
沿
岸
漁
業
者
の

遭
難
が
あ
い
つ
ぎ
、
沿
岸
漁
業
の
遭
難

者
も
合
肥
を
と
の
声
が
強
ま
っ
て
き
ま

し
た
。魚
津
市
出
漁
団
と
魚
津

・
経
由

・
道

下
漁
業
協
同
組
合
と
の
話
し
合
い
の
結

果
、
総
意
に
よ
り
合
配
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

合
同
法
要
は
、

3
月
幻
日
(
彼
岸
の

日
)
埋
没
林
館
横
の
出
漁
遭
難
者
の
碑

前
で
、
遺
族
ら
関
係
者
多
数
に
よ
り
、

お
ご
そ
厳
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
合
紀
者
は
昭
和
お
年
以
降

で
、
魚
津
漁
協
関
係
初
名
、
経
団
漁
協

関
係
3
名
、
道
下
漁
協
関
係
3
名
、
魚

津
市
出
漁
団
関
係
汚
名
の
計
川
名
で

す。
北海道を除く日本各地の山あいの清流にすみ、

力ワ二ナや水生毘虫を食べて生活する。日本では

唯一の完全に淡水に適応し定力二で、産卵のだめ

に酒に下ることはない。冬の聞は石の下などで冬

眠し、春に活動を始め、雌は直径3rrmほどの大き
な卵を40個余り産み、腹部にかかえて保育し、 13¥
化後もしばらくは親ガ保護している。おもに唐揚

げにして食べるガ、近年では山地の副業として養

殖も行われている。

。。
街 iサ 4

プン 1月6 ご頭 1 

前ラ目時品 開 I
3分主後時3 ，0 ださ( tこ
L、
/ 

-
お
か
あ
さ
ん
教
室
の
開
設

つ
く
し
学
園
で
は
、
5
月
か
ら
お
か

あ
さ
ん
教
室
を
始
め
ま
す
。
乳
幼
児
健

診
な
ど
で
発
達
の
遅
れ
な
ど
が
心
配
さ

れ
る
お
子
さ
ん
や
、
友
達
へ
の
関
心
の

う
す
い
お
子
さ
ん
へ
の
家
庭
で
の
か
か

わ
り
方
、
集
団
参
加
、
身
辺
の
生
活
習

慣
に
関
す
る
相
談
及
び
指
導
を
い
た
し

ま
す
。

マ
日
時

マ
場
所

マ
対
象

毎
週
水
曜
日
午
前
日
時
か

ら
日
時
ぬ
分
ま
で

つ
く
し
学
園

1
歳
半
以
上
の
児
童
及
び
保

護
者

マ

費

用

無

料

ご
希
望
の
方
は
、
一
度
お
子
さ
ん
と

一
緒
に
遊
び
に
き
て
く
だ
さ
い
。
ま
た

電
話

(
0
7
6
5
1
M
l
3
2
4
0
)

で
の
お
問
い
合
わ
せ
も
お
気
軽
に
ど
う

ぞ。

-4月の
日
曜
営
業
給
油
所

月

日

一

給
油
所
名

一
所
在
地

4
月
3
日
一
魚
津
石
油
魚
津
一
相
木

日
日
一
魚
津
市
農
協
市
農
協
一
釈
迦
堂

口
日
一
贋
田
石
油
魚
津
一
本
江

払
日
一
品
川
石
油
魚
津
一
本
江

5
月
8
日
一
富
山
石
油
魚
津
東
一
吉
島

た
だ
し
、

4
月
3
日
と
4
月
刊
日
の

選
挙
期
間
中
及
び
4
月
初
日
か
ら
5
月

5
日
ま
で
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中

は
フ
リ
l
営
業
と
な
り
ま
す
。

-
職
業
訓
練
生
募
集

魚
津
建
築
高
等
職
業
訓
練
校
で
は
、

日
年
度
訓
練
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

魚津善意銀行へのご寄旬、
〈敬称略〉

中央通り一丁目 1，100円

上口二丁目 30，000円

山女 50，000円

新角川二丁目 10，000円

火の宮町スナック菓子 300袋

4，378円

2，328円

10，000円

10，000円

20，000円

30，000円

100，000円

20，000円

20，000円

30，000円

500円

30，000円

20，000円

年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。
訓
練
期
間
は

3
か
年
で
、
諸
経
費
は
事
業
主
負
担
と

し
ま
す
。

訓
練
修
了
者
に
は
、
県
知
事
の
認
定

修
了
証
書
が
交
付
さ
れ
、
国
家
試
験
2

級
技
能
士
の
受
験
資
格
な
ど
の
特
典
が

あ
り
ま
す
。

マ
申
し
込
み

4
月
日
日
ま
で

そ
の
他
く
わ
し
い
こ
と
は
、
魚
津
市

北
鬼
江
仰
の

3

魚
津
建
築
高
等
職
業

訓
練
校

宮
②

5
0
7
8
へ
ど
う
ぞ
。

-
L
P
ガ
ス
の
点
検

4
月
は
、
西
布
施
、
松
倉
(
前
月
以

外
の
村
落
)
及
び
天
神
(
東
尾
崎
)
上

申
色
町
の
各
地
区
で
実
施
し
ま
す
。
点
検

に
は
、
県
L
P
G協
会
魚
津
支
部
保
安

セ
ン
タ
ー
調
査
員
が
伺
い
ま
す
。

「ガ
ス
の
炎
」
:
・・・・
青
炎
か
ら
ロ

l
ソ

ク
の
よ
う
な
黄
炎
に
変
わ
っ
て
き
た
ら
、

空
気
不
足
な
の
で
、

空
気
調
節
、
バ
ー

ナ
ー
の
掃
除
を
し
ま
し
ょ
う
。

20，000円

20，000円

50，000円

30，000円

10，000円

200，000円

10，000円

50，000円

20，000円

※受付けの順番で掲載していますが、紙
面の都合で一部次の号以降になります。

。ゎ

沢田卓

浦島広造

山本博成

友田道治

越野芳枝

魚津警察署

坂本安治・森清彦・本田雅l庫

宮崎由雄・綴坂信保

有沢武雄本町二丁目

五十井建夫新宿

尾崎清志末広町

笹木信吉吉島

河口利春出

カトリ ック教会内

ボーイスカウト・ガールスカウト

伊東正一吉島

麻生ひで上口二丁目

原 隆志、新角川二丁目

伊東忠良吉島

真成寺信行会 ・長教寺唱題会

寒修行(一日だけ)

出沢純一本町二丁目

宮川憲二上口二丁目

中村忠雄緑町

友田道治新角川二丁目

小浜正好本町二丁目

内島光枝双葉町

石野忠夫新角川二丁目

時川敏春新金屋一丁目
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④ 

消
防
署
は
、
昭
和
問
年
に
橋
場
町
か
ら
出
火
し
て
大
火
に
見
舞
わ
れ
た
後
、
魚
津

町
警
防
団
で
は
、
昭
和
問
年
3
月
に
常
備
部
を
設
置
し
た
つ
い
で
昭
和
お
年
に
は
、
改

め
て
消
防
署
が
設
置
さ
れ
た
。
現
在
の
庁
舎
は
、
昭
和
幻
年
5
月
に
竣
工
し
た
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
二
階
建
て
で
、
車
庫
・
事
務
室

・
通
信
室

・
会
議
室

・
署
長
室
な
ど
が
あ

る
。
ま
た
、
一
部
六
階
建
の
望
楼
も
あ
っ
て
、
市
の
消
防
施
設
の
中
核
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
昭
和
叫
年
に
仮
眠
室
を
、
昭
和
臼
年
に
は
ス
ノ

i
ケ
ル
車
な
ど
、
大
型
車

の
車
庫
を
増
築
し
現
在
に
い
た
っ
て
い
る
。

春
の
ス
ポ
ー
ツ
シ
ー
ズ
ン

に
さ
き
が
け
て
、
選
抜
高
校

野
球
大
会
の
火
ぶ
た
が
切
ら

れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、

『
火
ぶ
た
を
切
る
』
と
い
う
表

現
は
、
物
事
が
開
始
さ
れ
る
際
に
使
わ

れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
『
火
ぶ
た
』
は
、

現
代
で
は
博
物
館
で
し
か
見
ら
れ
な
い

火
縄
銃
の
部
品
の
名
称
だ
っ
た
こ
と
を

ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

天
文
十
二
年
こ
五
四
三
年
)
に
ポ

ル
ト
ガ
ル
人
が
、
わ
が
国
に
伝
え
た
火

縄
銃
は
、
銃
の
側
面
に
付
け
ら
れ
た
火

皿
の
火
薬
に
点
火
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
銃
身
に
こ
め
た
弾
丸
を
発
射
さ
せ

ま
し
た
。
『
火
ぶ
た
を
切
る
』
は
、
火
皿

を
覆
う
火
ぶ
た
を
開
い
て
点
火
し
、
発

砲
す
る
の
を
言
っ
た
も
の
で
す
。
そ
こ

か
ら
戦
闘
開
始
の
意
味
が
生
ま
れ
ま
し

た。
衝
撃
的
な
『
火
ぶ
た
を
切
る
』
イ
メ

ー
ジ
は
今
は
消
え
て
、
言
葉
だ
け
が
生

き
残
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

富
山
県
議
会
議
員
選
挙
も
、
去
る

m

日
告
示
さ
れ
、
加
政
治
決
戦
の
火
ぶ
た

が
切
ら
れ
ま
し
た
。

。紛

編集子

臼刷/魚津田刷株式会社

E置圏直司
人(前月雑り

24，100 (+ 4) 

26，060 (ー 1) 

50，160 (+ 3 ) 

13，305 

200.75kげ

7.9km 

編集/企画広報室

( 2月末現在)

人口(男)

(女)

計

世帯数

市の面積

海岸線


